
（
い
え
や
す
こ
う
ご
ぶ
ん
し
ょ
う
）

家
康
公
御
文
章

。

「

」
。

「

」

、

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る

首
題

神
君
よ
り
秀
忠
公
御
台
様
え
被
進
候
御
書
之
写

一
般
に

東
照
宮
御
消
息

と
呼
ば
れ

異
称

他
に
「
駿
河
状

「
御
教
訓
」
と
も
。

」

［

］
大
本
一
冊
。
天
地
二
七
五
㍉
。

書
型

［

］
伝
徳
川
家
康
作
。
作
者
は
江
戸
時
代
前
期
の
将
軍
で
、
天
文
一
一
年
（
一
五
四
二
）
一
二
月
二
六
日
生
、
元
和
二
年
（
一
六

作
者

一
六
）
四
月
一
七
日
没
。
七
五
歳
。
本
姓
、
源
。
松
平
氏
。
名
、
初
め
元
信･

元
康
、
の
ち
家
康
。
通
称
、
次
郎
三
郎･

内
府

･

大
御
所
。
大
神
君･

前
大
樹
公
と
称
す
。
諡
号
、
東
照
大
権
現
。
江
戸
幕
府
初
代
将
軍
。
三
河
生
れ
。
近
隣
諸
大
名
の
覇
権

争
い
や
天
下
統
一
へ
の
め
ま
ぐ
る
し
い
動
き
の
な
か
で
成
長
し
た
。
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
征
夷
大
将
軍
と
な
り
、
江
戸

に
幕
府
を
開
設
、
正
式
に
全
国
を
統
治
す
る
に
至
る
。
同
一
〇
年
、
将
軍
職
を
子
秀
忠
に
譲
る
が
、
そ
の
後
も
駿
府
に
あ
っ

て
行
政
手
腕
を
ふ
る
っ
た
。
元
和
元
年

「
武
家
諸
法
度

「
禁
中
并
公
家
諸
法
度
」
を
制
定
。
古
典
籍
や
古
記
録
の
蒐
集
、

、

」

＊
以
下
、
作
者
詳
細
は
、
多
く
『
国
書
人
名
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）
に
拠
っ
た
。

伏
見
版･

駿
河
版
の
刊
行
な
ど
、
文
運
を
高
め
た
。

［

］
元
和
二
年
頃
作
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
六
月
、
山
本
某
書
。

年
代

［

］
家
康
か
ら
秀
忠
の
妻
（
崇
源
院
）
に
宛
て
た
一
通
の
消
息
文
の
形
式
で
、
武
士
た
る
者
の
心
得
や
武
士
子
弟
の
教
育
に
つ
い

内
容

て
説
い
た
教
訓
書
。
秀
忠
の
次
男
（
国
松
）
を
い
か
に
教
育
す
べ
き
か
を
述
べ
た
一
種
の
教
育
論
で
、
手
習
い
手
本
と
し
て

も
使
用
さ
れ
た
。
育
児
に
つ
い
て
は
、
長
男
信
康
の
教
育
の
失
敗
か
ら
、
幼
時
の
教
育
（
特
に
厳
格
な
教
育
）
の
重
要
性
を

繰
り
返
し
述
べ
、
我
が
侭
を
戒
め
堪
忍
を
徹
底
的
に
教
え
よ
と
説
き
、
家
臣
に
対
す
る
慈
悲
や
異
見
の
仕
方
な
ど
為
政
者
の

心
得
に
も
触
れ
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻

『
日
本
教
育
文
庫･

女
訓
篇

『
女
訓
叢
書
』
四
輯
「
育
英
諭
文

『
子
育
て
の
書
』
一
（
抄
録

【
影
印
】
な

文
献

】

』
、

」
、

）
。

し
。

（
く
や
み
ぐ
さ
）

悔
草

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題･

柱
題
と
も
に
同
じ
。
改
題
本
に
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
刊
『
自
己
問
答
』
が
あ
る
。

異
称

［

］
大
本
三
巻
三
冊
。
天
地
二
七
七
㍉
。

書
型

［

］
井
上
小
左
衛
門
作
。
浅
井
了
意
に
よ
れ
ば
作
者
は
井
上
小
左
衛
門
尉
と
さ
れ
、
こ
の
人
物
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
五
月

作
者

六
日
、
道
明
寺
で
討
ち
死
に
し
た
井
上
小
左
衛
門
尉
定
利
と
い
う
が
未
詳
（
著
者
の
考
察
は
『
近
世
文
学
未
刊
本
叢
書･

仮

名
草
子
篇
』
を
参
照

。
）

［

］
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
七
月
刊

［
京
都
］
吉
野
屋
板
。

年
代

。

［

］
序
文
に
「
…
姥
、
お
う
ぢ
の
世
語
を

愚

の
ま
ゝ
に
書
つ
ゞ
り
、
己
が
後
悔
を
顕
す
は
ふ
つ
ゝ
か
な
れ
ど
、
拙
き
我
子
の
た

内
容

よ
が
た
り

お
ろ
か

め
、
下
臈
の
世
渡
る
た
づ
き
と
も
な
ら
ん
物
な
ら
、
な
き
に
は
し
か
じ
『
く
や
み
草
』
を
や
」
と
記
す
よ
う
に
、
自
ら
の
人

生
を
振
り
返
り
つ
つ
綴
っ
た
教
訓
で
、
上
巻
「
親
の
子
を
い
つ
く
し
み
思
ふ
事
」
以
下
四
一
項
、
中
巻
「
子
の
お
ほ
き
を
う

た
て
し
と
云
事
」
以
下
三
七
項
、
下
巻
「
ま
づ
し
き
は
心
の
ひ
が
む
事
」
以
下
三
七
項
を
収
録
す
る
。
う
ち
育
児
に
関
す
る

記
述
が
上
巻
冒
頭
部
の
ほ
か
各
巻
に
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
上
巻
「
ち
ご
の
こ
ゝ
ろ
み
あ
る
事
」
で
は
、
初
誕
生
に
「
男

子
に
は
弓
筆
、
女
子
に
は
糸
針
な
ど
も
て
あ
そ
び
の
品
々
入
ま
ぜ
て
、
児
の
心
ま
か
せ
に
と
ら
せ
」
て
そ
の
子
の
才
能
や
適

ち
ご

性
を
占
う
中
国
の
「
周
歳
拿
周
」
に
触
れ
、
上
巻
「
い
と
け
な
き
時
を
し
へ
の
事
」
以
降
で
八
歳
以
後
の
年
代
別
教
育
論

し
ゅ
う
さ
い
だ
し
ゅ
う

を
展
開
し
、
特
に
一
六
～
二
〇
歳
を
最
も
重
要
な
時
期
（
人
の
瀬
越
）
と
説
く
。
ま
た
、
中
巻
「
子
の
お
ほ
き
を
う
た
て
し

と
云
事
」
で
は

「
子
宝
」
と
は
い
え
子
供
が
多
す
ぎ
る
の
も
少
な
す
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
と
述
べ
、
適
切
な
子
供
の
数
に

、

つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。
な
お
、
底
本
は
刊
行
者
不
明
の
た
め
、
別
本
吉
野
屋
板
の
刊
記
を
補
っ
た
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻

『
近
世
文
学
未
刊
本
叢
書･

仮
名
草
子
篇

（
天
理
図
書
館
司
書
研
究
部
編

【
影
印

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』

文
献

】

』

）
。

】

八
巻
。



（
か
が
み
ぐ
さ
）

鑑
草

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題･

柱
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
大
本
六
巻
合
三
冊
（
改
装

。
天
地
二
七
五
㍉
。

書
型

）

。

、

（

）

、

（

）

［

］
中
江
藤
樹
作

作
者
は
江
戸
時
代
前
期
の
漢
学
者
で

慶
長
一
三
年

一
六
〇
八

三
月
七
日
生

慶
安
元
年

一
六
四
八

作
者

。

。

、

。

、

。

、

。

、

（

）

。

八
月
二
五
日
没

四
一
歳

名

原

字

惟
命

通
称

与
右
衛
門

号

嘿
軒

黙
軒

･

頤
軒･

藤
樹･

一
白･

不
能
叟

近
江
聖
人
と
称
さ
れ
る
。
日
本
陽
明
学
の
祖
。
近
江
高
島
郡
小
川
村
の
農
家
に
生
れ
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
伯
耆
米
子

藩
士
の
祖
父
の
養
子
と
な
る
。
同
三
年
、
藩
主
加
藤
貞
泰
の
転
封
に
よ
り
伊
予
大
洲
に
移
る
。
同
八
年
、
祖
父
の
死
に
よ
り

家
督
を
相
続
、
百
石
取
、
風
早
郡
役
人
と
な
る
。
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
脱
藩
し
て
近
江
に
帰
り
、
以
後
、
学
問
に
励

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

ん
だ
。
諸
国
か
ら
従
学
す
る
者
が
多
く
、
門
下
に
熊
沢
蕃
山
が
あ
る
。

［

］
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
八
月
刊

［
京
都
］
風
月
宗
知
板
。

年
代

。
『

』

、

、

（

）

『

』

［

］
説
話
の
大
半
を
明
の
顔
茂
猷
編

迪
吉
録

に
取
材
し

ま
た

李
氏
朝
鮮
世
宗
一
四
年

一
四
三
二

刊

三
綱
行
実
図

内
容

や
『
劉

向
列
女
伝
』
等
か
ら
の
説
話
を
引
き
な
が
ら
、
因
果
応
報
の
道
理
を
平
易
に
諭
し
た
仮
名
書
き
の
女
訓
書
。
幸
福

り
ゅ
う
き
ょ
う

の
源
泉
を
「
明
徳･

仏
性
」
に
求
め
、
こ
の
「
明
徳･

仏
性
」
の
修
業
の
鑑
と
し
て
、
巻
一
「
孝
逆
之
報

、
巻
二
「
守
節
背

」

夫
報

、
巻
三
「
不
嫉
妬
毒
報

、
巻
四
「
教
子
報

、
巻
五
「
慈
残
報･

仁
虐
報

、
巻
六
「
淑
睦
報･

廉
貪
報
」
の
八
報
に

」

」

」

」

つ
い
て
述
べ
る
。
孝
行
と
不
孝
の
因
果
論
や
舅
姑
へ
の
孝
、
夫
へ
の
貞
節
、
嫉
妬
の
戒
め
、
明
徳･

仏
性
教
育
、
継
子
へ
の

愛

下
僕
へ
の
憐
愍

姑･

小
姑
と
の
和
睦
な
ど
に
つ
い
て
儒
仏
両
面
か
ら
平
易
に
説
く

本
書
を
抄
訳
し
た
元
禄
七
年

一

、

、

。

（

六
九
四
）
刊
『
女
教
訓
文
章

、
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
刊
『
女
家
訓
』
お
よ
び
そ
の
改
題
本
の
安
永
一
〇
年
（
一
七

』

八
一
）
刊
『
本
心
近
道
真
一
文
字
』
な
ど
本
書
の
影
響
下
に
生
ま
れ
た
往
来
物
も
多
い
。

［

］
第
四
巻
の
全
部
と
各
冊
の
一
部
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
（
底
本
は
江
戸
時
代
中
期
の
俳
人･

名
古
屋
藩
士
、
横
井
也
有
旧
蔵
書

。

底
本

）

【

】『

』

、『

』

「

」（

）
、『

』

（

）
。

［

］

翻
刻

藤
樹
先
生
全
集

三
巻

婦
人
文
庫

一
巻

教
訓

婦
人
文
庫
刊
行
会
編

子
育
て
の
書

一

抄
録

文
献

【
影
印

『
往
来
物
大
系
』
八
二
巻

『
往
来
物
分
類
集
成
』
Ｒ
三
八

『
往
来
物
分
類
集
成
Ⅱ
』
Ｒ
二

『
家
政
学
文
献
集

】

、

、

、

成･

続
編
』
江
戸
期
Ⅴ
。

（
し
ょ
が
く
ぶ
ん
そ
う
）

初
学
文
宗

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題･

尾
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
四
二
㍉
。

書
型

。

、

（

）

、

（

）

［

］
徳
川
義
直
作

作
者
は
江
戸
時
代
前
期
の
大
名
で

慶
長
五
年

一
六
〇
〇

一
一
月
二
八
日
生

慶
安
三
年

一
六
五
〇

作
者

五
月
七
日
没
。
五
一
歳
。
本
姓
、
源
。
松
平
氏
。
名
、
初
め
義
知･

義
利･

義
俊
、
の
ち
義
直
。
字
、
子
敬
。
諡
号
、
敬
公･

武
衛
公
。
徳
川
家
康
の
九
男
。
尾
張
藩
初
代
藩
主
。
大
阪
城
西
丸
に
生
れ
る
。
慶
長
八
年
、
甲
斐
府
中
藩
主
、
同
一
二
年
、

尾
張
清
洲
に
転
封
。
そ
の
後
も
所
領
を
拡
大
し
、
尾
張･

美
濃･

三
河･

信
濃･

近
江･

摂
津
に
ま
た
が
る
六
一
万
九
五
〇
〇
石

。

、

。

、

を
治
め
る

草
創
期
の
藩
政
を
推
進
す
る
一
方

儒
学･

神
道･

軍
学･

音
楽
に
も
関
心
を
持
つ

蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

ま
た
亡
命
中
の
明
人
陳
元
贇
ら
を
保
護
し
た
。

。

（

）

、

。

、

。

（

）

［

］
慶
安
三
年
作

延
宝
四
年

一
六
七
六

五
月

成
田
宜
長
書

延
宝
七
年
四
月

并
河
主
静
跋

明
和
六
年

一
七
六
九

年
代

一
月
、
白
木
興
常
書
。

、

、「

。

、

［

］
現
存
諸
本
に
よ
り
異
同
が
少
な
く
な
い
が

底
本
に
よ
れ
ば

学
ノ
事
ハ
難
キ
ニ
ア
ラ
ズ

人
生
ノ
日
々
ニ
用
ヒ
行
フ
処

内
容

是
皆
学
ノ
道
ナ
リ
」
と
し
て
学
問
が
万
人
必
須
と
諭
し

「
人
初
テ
生
レ
シ
ヨ
リ
七
十
以
上
マ
デ
ノ
間
、
心
ヲ
正
シ
身
ヲ
修

、

メ
、
国
家
ヲ
治
メ
、
其
外
、
官
職･

礼
法･

郡
旅･

葬
（
祭
）
ニ
至
マ
デ
仮
名
ヲ
以
テ
是
ヲ
書
付
ケ
」
た
教
訓
書
。
冒
頭
に
胎

教
か
ら
七
〇
歳
ま
で
の
随
年
教
法
あ
る
い
は
生
涯
指
針
の
大
要
を
説
く
。
短
文
な
が
ら
為
政
者
の
撰
作
で
あ
り
、
近
世
初
期

の
年
代
別
教
育
論
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
続
い
て

「
孝
行
之
事

「
身
ヲ
修
ム
ル
事

「
軍
之
事

「
国
ヲ
治
ル
事

「
礼
法

、

」

」

」

」

之
事

「
官
位
之
事

「
神
社
之
事

「
葬
之
事
、
附
祭
之
事

「
惑
之
事
」
の
九
章
に
つ
い
て
簡
潔
明
瞭
に
記
す
。
育
児
書

」

」

」

」

と
し
て
も
本
書
は
異
彩
を
放
つ
存
在
だ
っ
た
が
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
流
布
せ
ず
、
ま
た
、
現
存
写
本
も
極
め
て
限
ら
れ
、
後

続
の
育
児
書
へ
の
影
響
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻

『
名
古
屋
叢
書
』
一
巻
「
文
教
編

『
尾
張
家
言
集

（
尾
張
徳
川
黎
明
会
編

【
影
印
】
な
し
。

文
献

】

」
、

』

）
。



（
ぞ
う
し
ひ
ゃ
く
し
ゅ
）

蔵
笥
百
首

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題･

序
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
大
本
六
巻
三
冊
。
天
地
二
六
七
㍉
。

書
型

［

］

藤
井
懶
斎
作
。
作
者
は
江
戸
時
代
前
期
の
漢
学
者･

医
者
で
、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
生
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
七

作
者

月
一
二
日
没
。
八
八
歳
。
一
説
に
、
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
生
、
ま
た
、
宝
永
六
年
七
月
一
二
日
没
と
も
。
修
姓
、
滕
。

名
、
臧･
玄
逸
。
字
、
季
廉
。
号
、
懶
斎･

蘭
斎･

伊
蒿
子･

よ
も
ぎ
が
杣
人
。
初
め
真
部
（
真
辺･

真
名
部･

真
鍋
と
も
）
仲
庵

（
忠
庵
）
と
称
す
。
讃
岐
高
松
真
行
寺
住
職
了
現
の
男
。
医
学
を
岡
本
玄
治
に
、
儒
学
を
山
崎
闇
斎
に
学
ぶ
。
筑
後
久
留
米

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

藩
に
招
聘
さ
れ
、
真
部
仲
庵
と
称
し
て
藩
医
を
勤
め
る
傍
ら
、
儒
学･

国
学･

和
歌
を
講
じ
た
。

［

］

万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
頃
作
。
延
宝
六
年
一
月
初
刊
（

京
都
］
村
上
勘
兵
衛
板

、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
九
月
再

年
代

［

）

刊

［
大
阪
］
大
野
木
市
兵
衛
ほ
か
板
。

。

［

］

『
百
人
一
首
』
か
ら
一
二
首

『
八
代
集
』
か
ら
八
八
首
の
合
計
一
〇
〇
首
を
選
び

「
そ
の
歌
の
本
説
に
か
ゝ
は
ら
す
、

内
容

、

、

ひ
た
す
ら
婦
道
の
う
へ
に
と
り
こ
な
し
、
こ
と
ば
を
い
や
し
く
し
て
注
」
を
加
え
た
女
訓
書
な
ら
び
に
異
種
百
人
一
首
。
主

に
児
女
の
教
訓
と
な
る
和
歌
を
集
め
て
、
訓
話
的
解
説
と
挿
絵
を
交
え
た
の
が
特
徴
で
、
そ
の
解
説
も
教
訓
に
重
点
が
置
か

れ
、
例
え
ば
第
三
九
首
解
説
は
六
丁
半
に
及
ぶ
長
文
で
婦
女
子
の
学
問
の
大
意･

心
得
を
綴
る
。
ま
た
、
同
解
説
文
中
に
、

「
此
ご
ろ
『
女
四
書

『
大
和
小
学

『
列
女
伝
（
仮
名
列
女
伝

『
鏡
（
鑑
）
草
』
な
ど
い
ふ
物
、
ひ
ら
が
な
に
か
き
て

』

』

）
』

世
に
も
て
あ
そ
べ
り
…
」
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
撰
作
年
代
は
万
治
年
間
と
推
定
さ
れ
る
。
育
児
に
つ
い
て
は
、
嫁
ぐ
ま

で
の
短
い
年
月
で
し
っ
か
り
と
教
育
す
べ
き
こ
と
や
『
小
学
』
に
基
づ
く
年
代
別
教
育
論
、
婦
人
の
四
徳
や
夫
婦
関
係
の
心

得
、
ま
た
、
女
性
が
外
事
に
関
与
し
な
い
こ
と
や
誠
の
涵
養
、
一
四
、
五
歳
ま
で
の
習
わ
し
の
重
要
性
な
ど
を
説
く
。

［

］
上
巻
序
文
お
よ
び
第
一
七
首

中
巻
第
三
九
首

下
巻
第
九
八
～
一
〇
〇
首
お
よ
び
刊
記
を
収
録

な
お
底
本
の
刊
記
は

女

備
考

、

、

。

『

源
氏
教
訓
鑑
』
の
刊
記
の
流
用
で
あ
り
、
こ
の
跋
文
は
『
蔵
笥
百
首
』
と
無
関
係
で
あ
る
。

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
六
七
巻
。

文
献

。

】

（
ひ
め
か
が
み
）

比
売
鑑
［
述
言
編
］

［

］

書
名
は
第
一
巻
の
首
題･

序
題
に
よ
る
。
題
簽
題
お
よ
び
柱
題
「
姫
鑑

。
異
称
「
ひ
め
か
ゝ
見

「
日
売
鑑

「
秘
女
鑑
」

異
称

」

」

」

「
婦
通
鑑
諭
草

。
」

お
ん
な
つ
が
ん
お
し
え
ぐ
さ

［

］
半
紙
本
一
二
巻
一
二
冊
（
述
言
編

。
天
地
二
二
八
㍉
。

書
型

）

。

、

（

）

、

（

）

［

］
中
村
惕
斎
作

作
者
は
江
戸
時
代
前
期
の
漢
学
者
で

寛
永
六
年

一
六
二
九

二
月
九
日
生

元
禄
一
五
年

一
七
〇
二

作
者

。

。

。

、

。

、

。

、

。

、

。

七
月
二
六
日
没

七
四
歳

仲
邨
と
も

名

之
欽

字

敬
甫

通
称

阿
七･

七
次･

七
左
衛
門･

仲
二
郎

号

惕
斎

京
都
の
呉
服
商
に
生
れ
る
。
朱
子
学
を
独
修
し
、
天
文
地
理
や
尺
度
量
衡
に
も
精
通
し
、
音
律
に
も
詳
し
か
っ
た
。
殊
に
礼

を
重
ん
じ
性
理
学
を
奉
じ
、
伊
藤
仁
斎
と
並
び
称
さ
れ
た
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
伏
見
京
町
に
隠
居
し
著
述
に
専
念
。

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

『
訓
蒙
図
彙
』
の
編
者
と
し
て
著
名
で
、
藤
井
懶
斎･

米
川
操
軒
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
。

［

］
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
一
一
月
、
伏
見
江
閑
人
序
。
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
一
一
月
、
伊
蒿
子
序
。
宝
永
六
年
（
一
七

年
代

〇
九
）
一
月
刊
、
江
戸
中
期
後
印

［
江
戸
］
須
原
屋
茂
兵
衛
板
。

。

『

』

「

、

、

、

［

］
序
文
に

小
学

こ
そ

し
り
や
す
く

行
ひ
や
す
き
よ
す
が
あ
れ
ば

男
女
を
わ
か
ず
お
さ
な
き
よ
り
の
手
な
ら
ひ
ぐ
さ

内
容

こ
れ
ぞ
う
へ
な
き
物
な
り
」
と
述
べ

『
小
学
』
の
教
え
を
敷
衍
し
た
女
訓
書
。
述
言
編
一
二
巻
は
「
言
」
を
述
べ
、
後
編

、

一
九
巻
に
は
「
行
い
」
に
つ
い
て
論
じ
、
い
ず
れ
も
『
小
学
』
の
柱
で
あ
る
「
立
教･

明
倫･

敬
身
の
お
も
む
き
に
よ
り
て
、

そ
の
内
を
書
」
き
分
け
た
も
の
。
巻
之
一
は
「
立
教
」
に
よ
る
子
育
て
、
巻
之
二
～
六
は
「
明
倫
」
の
父
子･

夫
婦･

長
幼･

君
臣･

朋
友
の
人
倫
、
巻
之
七
～
一
二
は
「
敬
身
」
す
な
わ
ち
学
問
に
よ
る
修
身
、
ま
た
神
道･

仏
教
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
に
続
く
紀
行
編
一
九
巻
は
、
述
言
編
の
教
え
を
和
漢
の
多
く
の
事
例
（
人
物
伝
）
に
よ
っ
て
例
証
し
た
も

の
で
あ
る
。
育
児
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
で
『
小
学
』
の
年
代
別
教
育
論
等
を
詳
述
す
る
。

［

］
述
言
編
一
二
巻
の
う
ち
の
冒
頭
（
第
一
巻
）
と
刊
記
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

【

】『

』（

）
、『

』（

）
、『

』

［

］

翻
刻

婦
人
文
庫･

伝
記

婦
人
文
庫
刊
行
会
編

婦
人
文
庫･

姫
か
ゝ
美

朝
野
昇
編
＊
抄
録

子
育
て
の
書

文
献

一
（
抄
録

【
影
印

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
七
一
～
七
四
巻

『
往
来
物
分
類
集
成
Ⅱ
』
Ｒ
四
。

）
。

】

、



（
だ
い
が
く
わ
く
も
ん
）

大
学
或
問

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題･

序
題･

見
返
題･

尾
題
等
全
て
同
じ
。

異
称

［

］
大
本
二
巻
二
冊
。
天
地
二
六
七
㍉
。

書
型

［

］
熊
沢
蕃
山
作
。
作
者
は
江
戸
時
代
前
期
の
漢
学
者
で
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
生
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
八
月
一
七

作
者

日
没
。
七
三
歳
。
初
め
野
尻
氏
。
名
、
伯
継
。
字
、
了
介･

了
海･

良
介
。
通
称
、
左
七
郎･

次
郎
八･

助
右
衛
門
。
号
、
蕃
山

･

息
遊
（
游
）
軒･

不
敢
散
人･

不
盈
散
人･

有
終
庵
主
。
蕃
山
了
介
と
称
す
。
野
尻
一
利
の
長
男
。
外
祖
父
水
戸
藩
士
熊
沢
守

久
の
養
子
。
京
都
生
れ
。
岡
山
藩
主
池
田
光
政
に
仕
え
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
致
仕
。
中
江
藤
樹
の
門
に
あ
り
、
の

ち
岡
山
藩
に
復
仕
し
て
番
頭
を
勤
め
藩
政
に
貢
献
。
三
九
歳
で
光
政
の
三
男
政
倫
を
養
嗣
子
に
し
て
隠
退
、
京
都
に
上
っ
て

公
卿･

文
人
と
交
わ
っ
た
。
こ
れ
が
幕
府
の
疑
い
を
招
い
た
た
め
京
都
を
去
り
、
明
石
藩
主
松
平
信
之
に
迎
え
ら
れ
た
が
、

そ
の
転
封
に
伴
い
大
和
郡
山･

下
総
古
河
と
移
り
住
ん
だ
。
時
務
策
の
建
言
が
幕
府
の
禁
忌
に
触
れ
、
禁
固
を
命
ぜ
ら
れ
、

＊
『
国
書
人
名

古
河
で
没
し
た
。
陽
明
学
を
基
本
と
し
て
時
処
位
の
至
善
を
実
践
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
蕃
山
学
を
唱
え
た
。

辞
典
』
参
照

（

）

。

（

）

、

。

。
［

］

［

］
貞
享
四
年

一
六
八
七

八
月
以
前
作

天
明
八
年

一
七
八
七

四
月

随
心
王
府
芝
竜
序

同
年
一
一
月
刊

京
都

年
代

小
野
御
殿
（
凌
霄
閣
）
蔵
板

［
大
阪
］
泉
本
八
兵
衛
ほ
か
売
出
。

。

［

］
本
書
は
蕃
山
が
古
河
城
中
へ
の
幽
閉
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
問
題
の
書
で
、
蕃
山
死
去
後
の
天
明
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
際
も

内
容

発
禁
処
分
と
な
っ
た
（
後
に
再
刊

。
参
勤
交
代
や
鎖
国
な
ど
幕
府
政
策
の
根
幹
に
触
れ
る
内
容
を
多
く
含
む
経
世
済
民
論

）

で
、
上
巻
が
「
人
君
天
職
之
事
」
以
下
一
〇
章
、
下
巻
が
「
上
の
御
冥
加
損
益
之
事
」
以
下
一
二
章
の
合
計
二
二
章
か
ら
な

る
。
こ
の
う
ち
下
巻
第
一
九
章
「
学
校
の
政
之
事
」
以
下
に
彼
の
教
育
論
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
学
校
は
「
人
道
を
教
え
る

所
」
で
あ
り
、
学
校
の
長
に
は
「
徳
あ
り
て
理
に
く
ら
か
ら
ざ
る
人
」
を
登
用
し
、
そ
の
下
に
「
博
文
達
才
の
者
」
を
置
い

て
経
伝
を
教
授
す
べ
き
と
説
き
、
続
い
て
、
八
歳
か
ら
三
〇
歳
ま
で
の
武
家
の
子
弟
教
育
（
習
字･

素
読･

礼
法･

音
楽･

弓
馬

･

数
学･

芸
能
）
の
あ
り
方
を
述
べ
る
。

［

］
上
巻
の
一
部
と
下
巻
第
一
九
章
以
下
な
ど
を
収
録
し
た
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻

『
日
本
思
想
大
系
』
三
〇
巻
「
熊
沢
蕃
山

『
蕃
山
全
集
』
三
巻
ほ
か

【
影
印
】
な
し
。

文
献

】

」
、

。

（
ふ
じ
ん
や
し
な
い
ぐ
さ
）

婦
人
養
草

［

］
書
名
は
首
題･

序
題
に
よ
る
。
第
一
巻
題
簽
題
「
や
し
な
ひ
草

。
目
録
題･

尾
題･

跋
題
「
和
漢
婦
人
養
草

。

異
称

」

」

［

］
大
本
五
巻
五
冊
。
天
地
二
六
二
㍉
。

書
型

［

］
村
上
武
右
衛
門
作
・
序
。
作
者
は
江
戸
時
代
前
期
の
武
士
で
、
加
賀
藩
士
（
三
〇
〇
石

。
生
年
不
明
、
元
禄
四
年
（
一
六

作
者

）

九
一
）
没
。
号
、
梅
塢
散
人･

逝
水
。

［

］
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
冬
自
序
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
五
月
刊

［
大
阪
］
安
井
弥
兵
衛
板
。

年
代

。

［

］
諸
書
か
ら
女
子
一
生
の
教
訓･

教
養
と
な
る
べ
き
事
柄
を
抽
出
し
た
全
五
巻
二
二
八
項
に
及
ぶ
女
性
教
養
書
。
引
用
し
た
和

内
容

漢
書
が
極
め
て
多
く
、
第
一
巻
「
援
引
和
漢
之
書
目
」
に
は
『
日
本
紀

『
続
日
本
紀

『
延
喜
式

『
本
朝
文
粋

『
古
今

』

』

』

』

和
歌
集

『
源
氏
物
語
』
な
ど
一
二
九
の
書
名
を
連
ね
る
。
第
一
巻
は
「
胎
内
の
子
に
道
を
お
し
ゆ
る
法
あ
る
事
」
以
下
四

』

〇
項
、
第
二
巻
は
「
白
拍
子
の
は
じ
ま
り
并
大
江
玉
渕
が
む
す
め
の
事
」
以
下
四
三
項
、
第
三
巻
は
「
む
か
し
名
誉
の
相
人

あ
り
し
事
」
以
下
五
四
項
、
第
四
巻
は
「
鴛
の
刃
羽
の
い
わ
れ
の
事
」
以
下
三
三
項
、
第
五
巻
は
「
と
ば
り
帳
の
事
」
以
下

五
八
項
を
収
録
す
る
（
合
計
二
二
八
項

。
巻
毎
の
明
快
な
分
類
意
識
は
な
く
、
人
物
略
伝
や
種
々
故
実
を
中
心
に
、
異
名

）

･

語
源･

生
活
用
語･

言
葉
遣
い
な
ど
語
彙
関
連
の
記
事
や
婚
礼･

産
育･

化
粧･

衣
装･

風
俗･

和
歌･

諸
芸･

養
生･

諸
道
具･

年
中

行
事
等
に
つ
い
て
の
諸
知
識
や
諸
心
得
を
無
秩
序
に
列
挙
す
る
。
育
児
に
つ
い
て
は
、
第
一
巻
冒
頭
部
で
胎
教
に
つ
い
て
説

き
、
孟
母
三
遷･

孟
母
断
機
の
故
事
を
引
い
て
母
親
の
教
育
の
重
要
性
を
諭
す
。

［

］
第
一
巻
第
一
～
四
章
を
抄
録
。
な
お
、
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
刊
『
女
万
用
集
』
に
は
本
書
か
ら
の
引
用
や
模
倣
が
多

備
考

く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）
に
藤
井
懶
斎
作
に
改
竄
し
た
改
題
本
『
女
万
宝
操
鑑
』
が
刊
行
さ
れ
た

が
、
同
書
は
元
禄
板
の
第
二
巻
末
尾
七
項
、
第
三
巻
末
尾
一
二
項
、
第
四
巻
末
尾
五
項
の
合
計
二
四
項
を
削
除
し
、
五
巻
を

一
冊
に
合
綴
し
て
全
項
目
を
通
し
番
号
に
改
め
、
巻
頭
に
色
刷
り
口
絵
、
目
録
上
欄
に
女
性
諸
芸
等
に
関
す
る
記
事
や
挿
絵

を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻

『
往
来
物
大
系
』
八
九
巻

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
五
〇
巻

『
往
来
物
分
類
集
成
Ⅱ
』
Ｒ
五

『
家
政
学
文
献

文
献

】

、

、

、

集
成･

続
編
』
江
戸
期
Ⅳ

【
影
印

『
や
し
な
ひ
草

（
吉
本
直
嗣
編

。

。

】

』

）



（
い
な
ご
ぐ
さ
）

い
な
ご
草

［

］
書
名
は
下
巻
原
題
簽
に
よ
る
。
見
返
題
「
螽
斯
草

。
柱
題
「
螽
草

。

異
称

」

」

［

］
半
紙
本
二
巻
合
一
冊
。
天
地
二
二
三
㍉
。

書
型

［

］
稲
生
恒
軒
作
。
稲
生
若
水
（
宣
義
）･

伊
蒿
埜
丈
序
。
作
者
は
江
戸
時
代
前
期
の
医
者･

漢
学
者
で
、
慶
長
一
五
年
（
一
六
一

作
者

い

の

う）

、

（

）

。

。

、

。

、

。

、

。

〇

一
〇
月
生

延
宝
八
年

一
六
八
〇

一
月
二
六
日
没

七
一
歳

名

正
治･

屈
顕

字

謙
甫･

見
茂

号

恒
軒

子
は
本
草
学
者･

漢
学
者
の
若
水
。
大
阪
の
人
。
山
城
淀
藩
永
井
右
近
太
夫
尚
征
の
儒
医
。
古
林
見
宜
に
医
を
学
ぶ
。
主
家

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

の
除
封
に
よ
り
、
の
ち
丹
後
宮
津
侯
に
仕
え
、
晩
年
に
大
阪
に
帰
っ
た
。

［

］
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
春
、
伊
蒿
埜
丈
序
。
同
年
刊

［
京
都
］
桃
華
堂
板
。
な
お
、
刊
記
に
「
西
村
孫
右
衛
門
開
板
」

年
代

。

と
明
記
す
る
も
の
が
初
版
本
と
考
え
ら
れ
る
が
、
桃
華
堂
と
同
一
書
肆
か
。

［

］
伊
蒿
埜
丈
の
序
文
に
あ
る
よ
う
に
、
婦
女
子
が
心
得
て
お
く
べ
き
胎
産
の
道
を
「
か
ん
な
に
か
き
て
女
子
の
よ
く
よ
む
べ
き

内
容

」

。

「

」
、

「

」
、

「

」
、

「

」
、

「

」
、

「

」
、

や
う
に

綴
っ
た
画
期
的
な
産
育
書

一

胎
教

二

保
養

三

臨
産

四

産
後

五

治
療

六

祈
祷

七
「
通
論
」
の
七
章
に
分
け
、
あ
く
ま
で
も
女
性
が
読
ん
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
卑
近･

平
易
を
旨
と
す
る
。
冒
頭
で
「
人

の
子
は
胎
内
に
あ
り
て
は
母
と
一
気
な
り
。
母
の
心
の
さ
ま
を
子
の
心
に
う
つ
し
、
母
の
身
の
は
た
ら
き
を
子
の
身
に
う
つ

す
」
と
し
て
、
妊
婦
の
心
の
状
態
が
胎
児
に
直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
や
胎
教
の
重
要
性
を
説
き
、
さ
ら
に
『
小
学
』

に
基
づ
い
て
行
住
坐
臥
の
具
体
的
な
注
意
を
促
す
一
方
で
、
妊
婦
が
読
む
べ
き
書
と
し
て
『
大
和
小
学
』
や
『
鑑
草
』
を
推

奨
す
る
な
ど
独
自
の
心
得
も
説
く
。
ま
た
、
妊
婦
の
保
養
面
で
は
心･

身
体
活
動･

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
諭
す
と
と

も
に
、
貴
人
に
難
産
が
多
い
四
つ
の
理
由
も
掲
げ
る
。
以
下
、
産
前
後
の
心
得
や
婦
人
病
の
治
療
や
祈
祷
に
も
触
れ
、
特
に

祈
祷･

呪
い･

占
い
な
ど
を
盲
目
的
に
信
じ
る
弊
害
を
指
摘
し
、
最
後
の
「
通
論
」
で
、
妊
婦
の
心
掛
け
の
大
切
さ
や
病
気
へ

の
対
応
、
ま
た
食
養
生
や
大
欲
等
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻

『
日
本
教
育
文
庫･

衛
生
篇

『
日
本
産
科
叢
書

『
子
育
て
の
書
』
一

【
影
印

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
八

文
献

】

』
、

』
、

。

】

八
巻
。

（
か
ら
に
し
き
）

唐
錦

［

］
書
名
は
序
題･

目
録
題
に
よ
る
。
外
題
は
『
唐
に
し
き

『
か
ら
に
し
き

『
可
羅
錦
』
と
も
。

異
称

』

』

［

］
大
本
一
三
巻
一
三
冊
。
天
地
二
六
一
㍉
。

書
型

［

］
成
瀬
（
大
高
坂
）
維
佐
子
作
。
作
者
は
江
戸
時
代
前
期
の
女
流
著
述
家
で
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
一
一
月
七
日
生
、
元

作
者

禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
九
月
一
七
日
没
。
四
〇
歳
。
名
、
い
ち
。
字
、
維
佐
（
伊
佐
）･

維
佐
子
。
号
、
喬
松
子
。
阿
波

。

。

、

、

。

の
人
成
瀬
忠
重
の
女

漢
学
者
の
大
高
坂
芝
山
の
妻

江
戸
で
生
ま
れ

幼
少
よ
り
和
漢
の
学
を
修
め

信
仰
に
篤
か
っ
た

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
夫
芝
山
が
伊
予
松
山
藩
に
仕
え
る
と
、
藩
主
の
室
に
奉
公
し
、
女
訓
書
を
著
し
た
。

［

］
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
四
月
、
大
高
坂
芝
山
（
一
峯
）
跋
。
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
四
月
、
大
高
坂
延
年
序
。
享
和

年
代

三
年
（
一
八
〇
三
）
九
月
書
。

［

］

大
高
坂
芝
山
の
妻
で
あ
る
維
佐
子
が
著
し
た
膨
大
か
つ
体
系
的
な
女
訓
書

「
女
則
」
五
巻
（
第
一
～
五
巻

「
装
束
抄
」

内
容

。

）
、

に
ょ
そ
く

一
巻
（
第
六
巻

「
姿
見
」
一
巻
（
第
七
巻

「
写
絵
」
一
巻
（
第
八
巻

「
古
教
訓
」
一
巻
（
第
九
巻

「
柳
桜
集
」

）
、

）
、

）
、

）
、

（

）

。「

」

、「

」

（

）
、

四
巻

第
一
〇
～
一
三
巻

の
六
部
一
三
巻
か
ら
成
る

女
則

で
は

を
ん
な
の
学
ひ
の
法

を
学
範･

卑
弱

春
巻

の
り

婚
礼･

孝
行
（
夏
巻

、
貞
烈
（
中
央
巻

、
内
治･

胎
養
（
秋
巻

、
母
道･

婦
功
（
冬
巻
）
の
九
章
に
分
け
て
述
べ

「
装
束

）

）

）

、

だ

い

ち

抄
」
で
は
婚
礼
時
服
や
四
季
衣
装
、
そ
の
他
衣
桁
飾
り
等
の
故
実

「
姿
見
」
で
は
中
国
の
賢
妃

「
写
絵
」
で
は
本
朝
近

、

、

。

、「

」

「

」

「

」

、

世
の
貞
女
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
く

ま
た

古
教
訓

で
は

女
則

で
展
開
し
た

学
び
の
道

を
補
足
的
に
述
べ

「

」

。

、

、

最
後
の

柳
桜
集

で
以
上
五
部
の
拾
遺
や
文
学
論
を
問
答
形
式
で
綴
る

こ
の
よ
う
に

女
性
の
教
養
全
般
に
わ
た
る
が

「
ま
な
び
こ
そ
、
げ
に
か
ぎ
り
な
き
た
の
し
み
な
ら
め
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
の
中
核
は
「
女
則
」

で
あ
る
。
延
年
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
稲
葉
正
通
の
求
め
に
応
じ
て
本
書
を
わ
ず
か
三
カ
月
で
著
し
提
出
し
た
が
、
そ
の
副
本

が
長
く
秘
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
荘
内
の
医
師･

前
田
子
仁
が
発
見
し
上
梓
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
育
児
に
つ
い
て
は
、

第
四
巻
の
「
胎
養

第
七
」
と
第
五
巻
の
「
母
道

第
八
」
に
詳
述
す
る
。

［

］
第
一･

四･

五･

一
三
巻
の
一
部
を
収
録
。
刊
本
は
寛
政
一
二
年
序･

刊
で
、
本
書
は
そ
の
写
し
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻

『
日
本
教
育
文
庫･

女
訓
篇

『
子
育
て
の
書
』
一

【
影
印

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
三
七･

三
八
巻
。

文
献

】

』
、

。

】



（
つ
ぼ
の
い
し
ぶ
み
）

壺
の
石
文

［

］

書
名
は
一
般
名
称
で
、
四･

九･

一
二
巻
の
外
題
に
よ
る
。
他
巻
の
外
題
は
『
つ
ぼ
の
い
し
ぶ
み

『
津
保
農
以
志
文

『
津

異
称

』

』

穂
の
石
婦
美

『
つ
ぼ
の
ゐ
し
文
』
な
ど
。

』

［

］
半
紙
本
八
編
一
三
巻
一
三
冊
。
天
地
二
二
七
㍉
。

書
型

［

］
作
者
不
明
（
中
野
節
子
氏
に
よ
れ
ば
、
熊
沢
左
内
継
長
作
か
。
詳
細
は
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
三
六
巻
解
題
参
照

。

作
者

）

［

］
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
二
月
刊

［
江
戸
］
松
会
三
四
郎
板
。

年
代

。

ま

つ

え

［

］

帰
雁
の
文

三
巻

介
婦
の

訓

一
巻

慈
母
嘉
言

二
巻

躾
方
の
帖

一
巻

賢
女･

貞
女
の
判

一
巻

貞

内
容

「

」

、
「

」

、
「

」

、
「

」

、
「

」

、
「

お
し
え

女･

烈
女
の
判
」
二
巻

「
似
せ
も
の
の
判
」
一
巻

「
或
人
の
た
づ
ね
」
二
巻
の
合
計
一
三
巻
か
ら
成
る
女
訓
書

「
帰
雁

、

、

。

の
文

は
阿
仏
尼
作

乳
母
の
文

庭
の
訓

を
敷
衍
し
た
教
訓
で

女
子
教
育
や
女
子
の
教
養･

心
得
な
ど
を
諭
す

介

」

『

（

）
』

、

。「

婦
の
訓
」
は
、
日
常
生
活
上
の
起
居
進
退･

所
作･

身
だ
し
な
み
に
関
す
る
教
訓

「
慈
母
嘉
言
」
は
、
嘉
言･

善
行
と
そ
の

。

心
延
え
に
関
す
る
教
訓

躾
方
の
帖

は

婚
礼･

養
育･

五
節
句
等
の
道
具･

玩
具･

飾
り
物
に
つ
い
て
の
故
実･

作
法

賢

。「

」

、

。「

女･

貞
女
の
判
」
は

『
源
氏
物
語
』
中
の
女
性
を
賢
女･

貞
女
の
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の

「
貞
女･

烈
女
の
判
」
は

「
一
、

、

。

、

」

、

、
「

」

「

、

、

」

、

袈
裟
御
前
の
事

以
下
六
章

ま
た

似
せ
も
の
の
判

は

一

愚
夫
の
妻

貞
道
心
得
ち
が
へ
の
事

以
下
二
章
で

い
ず
れ
も
歴
史
上
の
女
性
数
人
を
あ
げ
て
貞
烈
、
是
非
の
別
を
述
べ
た
も
の

「
或
人
の
た
づ
ね
」
は
、
上
記
の
内
容
に
対

。

す
る
批
判･

反
論
等
に
つ
い
て
弁
明
し
た
も
の
。
以
上
の
教
訓
内
容
の
ほ
か
、
凡
例
に
は
各
巻
の
読
み
方
に
つ
い
て
「
帰
雁

の
文
三
帖
は
、
や
は
ら
か
に
、
や
さ
し
く
読
む
べ
き
な
り
」
な
ど
と
述
べ
た
り

「
御
」
の
五
つ
の
読
み
分
け
や
男
文
字･

、

女
文
字
に
着
目
す
る
な
ど
、
同
時
代
の
他
の
女
訓
書
と
比
べ
て
際
立
っ
た
独
自
性
が
少
な
く
な
い
。
育
児
に
つ
い
て
は
、
第

一
巻
「
帰
雁
の
文
」
で
女
性
の
読
み
書
き
、
読
む
べ
き
書
物
や
教
養
、
ま
た
、
父
母
の
育
児
役
割
を
、
ま
た
、
第
一
二･

一

三
巻
の
「
或
人
の
た
づ
ね
」
で
、
学
問
の
目
的
と
女
性
の
学
問
の
範
囲
、
男
女
の
文
字
や
言
葉
遣
い
の
違
い
、
女
性
も
多
少

の
書
物
を
読
ん
で
学
ぶ
べ
き
こ
と
な
ど
を
説
く
。

［

］
第
一･

一
二･

一
三
巻
を
抄
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻

『
東
洋
女
訓
叢
書
』
四
編

【
影
印

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
三
六
巻
。

文
献

】

。

】

（
ほ
ん
さ
ろ
く
）

本
佐
録

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題･

序
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
半
紙
本
二
巻
二
冊
（
本
編
一
冊･

附
録
一
冊

。
天
地
二
二
五
㍉
。

書
型

）

［

］

本
多
正
信
作
（
本
書
の
内
容
が
『
仮
名
性
理
』
と
酷
似
す
る
た
め
藤
原
惺
窩
作
と
も

。
柴
邦
彦
（
柴
野
栗
山
）･

室
直
清

作
者

）

さ
い
ほ
う
げ
ん

（
鳩
巣
）
序
。
本
多
正
信
は
江
戸
時
代
前
期
の
幕
臣
で
、
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
生
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
六
月
七

日
没
。
七
九
歳
。
本
姓
、
藤
原
。
名
、
初
め
正
保･

政
行
、
の
ち
正
信
。
通
称
、
弥
八
郎
。
三
河
の
人
。
永
禄
六
年
（
一
五

六
三
）
三
河
一
向
一
揆
に
加
わ
っ
た
廉
で
追
放
さ
れ
る
が
、
の
ち
帰
参
。
徳
川
家
康
に
優
れ
た
政
治
手
腕
を
買
わ
れ
、
側
近

と
し
て
重
用
さ
れ
た
。
天
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）
従
五
位
下
、
佐
渡
守
。
同
一
八
年
、
関
東
総
奉
行
。
関
ヶ
原
の
戦
の
後

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

は
、
江
戸
幕
府
で
重
き
を
成
し
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
老
職
を
勤
め
た
。

［

］
江
戸
前
期
作
。
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
五
月
、
林
学
士
（
林
鵞
峯
）
跋
。
享
保
一
〇
年
、
室
鳩
巣
序
。
天
明
七
年
（
一
七

年
代

八
七
）
一
一
月
、
山
本
中
郎
跋･

刊

［
京
都
］
平
安
読
書
室
板
。

。

。

「

」
、

「

、

、

［

］
二
代
将
軍
秀
忠
の
下
問
に
答
え
る
形
式
で
綴
ら
れ
た
正
道
論
書

第
一

天
道
を
知
る
事

第
二

身
を
端
す
る
事

付

内
容

た
だ

我
身
の

行

、
国
の
政
道
悪
し
き
を
前
廉
に
知
事

、
第
三
「
諸
侍
の
善
悪
を
し
る
事

、
第
四
「
国
持
の
心
を
知
る
事

、

」

」

」

お
こ
な
い

ま
え
か
ど

し
る

く
に
も
ち

第
五
「
家
を
継
べ
き
子
を
え
ら
び
、
付
、
後
見
の
人
、
并
、
お
と
な
や
く
の
人
え
ら
ぶ
事

、
第
六
「
百
姓
仕
置
の
事

、

」

」

う
し
ろ
み

し

お

き

第
七
「
異
国
と
日
本
と
の
事
」
の
治
要
七
カ
条
を
説
く
。
こ
の
う
ち
第
五
条
に
世
嗣
教
育
の
心
得
が
見
え
、
人
間
の
大
半
が

「
上
智
」
や
「
下
愚
」
で
は
な
く
、
教
育
次
第
で
善
悪
に
移
る
「
中
智
」
の
者
で
あ
り
、
世
嗣
選
び
は
そ
の
智
恵
を
十
分
吟

、

、

「

」

「

」

、

味
す
べ
き
こ
と

ま
た

幼
少
か
ら

律
儀
に
し
て
智
恵
あ
る
人

や

正
路
に
し
て
軽
薄
い
は
ざ
る
も
の

を
側
に
置
き

近
習
に
は
「
正
直
に
し
て
智
恵
才
覚
あ
る
者
」
を
置
く
べ
き
こ
と
を
説
く
。
そ
の
ほ
か
、
幼
少
か
ら
聞
か
せ
る
話
に
注
意
を

払
い
、
無
用
の
芸
を
教
え
ず
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す
者
を
決
し
て
近
付
け
る
な
と
戒
め
る
。

［

］
本
編
の
一
部
を
抄
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

【

】『

』
、『

』

「

」
。『

』

（

）
。

［

］

翻
刻

日
本
教
育
文
庫･

家
訓
篇

日
本
思
想
大
系

二
八
巻

藤
原
惺
窩･

林
羅
山

子
育
て
の
書

一

抄
録

文
献

【
影
印
】
な
し
。



（
ぐ
ふ
の
む
か
し
）

愚
婦
の
む
か
し

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題･

序
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
特
大
本
一
冊
。
天
地
二
八
一
㍉
。

書
型

［

］
信
斎
作･

序
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
漢
学
者
で
、
生
没
年
不
詳
。

作
者

［

］
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
五
月
作
。
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
五
月
跋･

書
。

年
代

［

］
「
は
な
む
け
草
（
贐
草

」
と
「
愚
婦
の
む
か
し
」
を
合
本
し
た
女
訓
書
『
婦
人
警
戒
集
』
の
後
半
部
。
跋
文
に
「
右
此
二

内
容

）

書

『
は
な
む
け
草
』
は
先
儒
の
息
女
へ
給
ひ
し
書
也

『
愚
婦
の
む
か
し
』
は
信
斎
先
生
の
姪
子
の
方
へ
つ
か
わ
さ
れ
し

、

。

書
な
り
。
よ
く


御
覧
あ
れ
が
し
と
ぞ
ん
じ
候
。
今
此
二
巻
を
あ
わ
せ
て
『
婦
人
警
戒
集
』
と
名
付
侍
り
」
と
記
す
よ
う

に

本
来
別
々
の
女
訓
書
で
あ
る

冒
頭
に

一
筆
申
上
ま
い
ら
せ
候

兼
て
申
入
候
通

婦
人
の
道
は
丈
夫
と
ち
が
い

埤

、

。

「

。

、
お

ん

な

お

と

こ

し
た
が

ひ

順

ふ
を
も
つ
て
自
然
の
み
ち
と
い
た
し
候
…
」
で
始
ま
る
文
章
で
本
書
の
由
来
や
心
得
を
述
べ
る
。
こ
こ
に
収
録
し
た

し
た
が

「
愚
婦
の
む
か
し
」
は
、
跋
文
に
「
姪
な
る
者
の
今
年
七
才
に
な
る
が
雨
の
日
来
り
て
、
む
か
し
語
れ
と
い
ゝ
侍
る
ま
ゝ
、

舌
切
す
ゞ
め
の
舌
の
廻
ら
ぬ
む
か
し
語
も
う
る
さ
し
、
是
よ
み
て
見
よ
か
し
と
て
、
反
古
の
う
ら
に
終
に
筆
を
ぬ
ぐ
い
て
送

り
侍
り
」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
享
保
二
酉
五
月
十
日
」
と
記
す
。
本
文
は
「
む
か
し


か
ら
国
の
堯
舜
の
御
代
に
は
、
か

し
こ
き
教
の
道
有
て
、
位
高
き
人
恥
有
。
さ
む
ら
い
は
更
也
。
と
う
ふ
う
る
お
や
ぢ
、
茶
つ
む
小
あ
ま
迄
、
人
の
人
た
る
道

を
知
り
て
父
母
に
孝
を
つ
く
し
、
臣
と
し
て
は
奉
公
に
か
け
ご
な
く
、
兄
弟
む
つ
ま
じ
く
、
夫
婦
あ
い
正
し
く
、
友
だ
ち
た

の
も
し
く
…
」
と
書
き
始
め
、
数
段
に
分
け
て
、
人
道
、
欲
、
明
徳
、
人
倫
、
分
限
、
孝
行
、
学
問･

読
書
、
智
恵
な
ど
に

つ
い
て
教
え
諭
す
。
ま
た
、
最
後
を
「
水
は
た
ゝ
、
器
に
よ
り
て
、
円
く
な
り
、
四
角
に
も
な
る
、
そ
の
ご
と
く
、
人
も
難

波
の
、
善
あ
し
は
、
皆
習
わ
し
に
、
よ
る
物
を
、
あ
し
き
事
に
は
、
ま
じ
は
ら
ず
、
行
儀
正
し
く
、
よ
き
人
に
、
親
し
み
よ

れ
ば
…
」
で
始
ま
る
教
訓
長
歌
で
締
め
括
る
。
育
児
に
つ
い
て
は
本
文
中
程
（
四
一
頁
以
降
）
の
「
人
は
お
さ
な
き
よ
り
の

習
は
し
が
大
切
な
る
物
に
て
候
」
で
始
ま
る
一
条
に
詳
し
く
、
母
親
の
育
児
上
の
役
割
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

［

］
『
婦
人
警
戒
集
』
の
序
文
と
後
半
部
「
愚
婦
の
む
か
し
」
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。

（
ち
り
と
り
）

塵
斗

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
柱
題
も
同
じ
。
首
題･

尾
題
は
「
塵
と
り

。

異
称

」

［

］
半
紙
本
三
巻
三
冊
。
天
地
二
二
二
㍉
。

書
型

［

］
手
島
宗
義
作･

序
。
上
河
正

揚
（
淇
水
）
校
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
心
学
者
で
、
生
没
年
未
詳
。
京
都
の
富
商
近
江
屋

作
者

ま
さ
あ
き
ら

の
主
人
。
初
め
富
永
氏
。
上
河
氏
と
も
。
名
、
宗
義
。
号
、
蓋
庵
。
生
家
は
奈
良
の
富
永
氏
で
、
妻
は
上
河
氏
。
子
は
心
学

＊
『
国
書
人
名

者
で
有
名
な
手
島
堵
庵
（
本
書
跋
文
を
書
い
た
手
島
健
は
堵
庵
の
子
、
校
訂
者
の
上
河
淇
水
は
堵
庵
の
養
子

。
）

辞
典
』
参
照

［

］

享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
一
〇
月
自
序
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
五
月
、
手
島
健
（
和
庵
）
跋･

刊

［
大
阪
］
秋
田
屋

年
代

。

太
右
衛
門
ほ
か
板
。

［

］
作
者
が
家
業
の
か
た
わ
ら
、
人
か
ら
聞
い
た
話
や
諺
な
ど
の
う
ち
心
に
残
っ
た
事
な
ど
を
子
孫
の
た
め
に
書
き
綴
っ
て
一
書

内
容

と
し
た
教
訓
書
。
上
巻
に
商
家
主
人
の
心
得
と
と
も
に
、
子
弟
教
育
や
奉
公
人
教
育
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
冒
頭

「

」

、

、

で

商
家
の
主
た
る
も
の
は
身
持
が
肝
要
な
り

と
主
人
や
親
の
心
構
え
を
強
調
し

特
に
衣
食
住
に
お
け
る
奢
り
を
戒
め

ま
た
、
奉
公
人
を
親
代
わ
り
と
な
っ
て
教
育
す
べ
き
こ
と
、
商
家
の
財
産･

儲
け
は
全
て
主
人
の
も
の
で
は
な
く
奉
公
人
や

親
類
等
の
た
め
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
く
。
育
児
に
つ
い
て
は
、
幼
時
か
ら
の
養
生
、
七
、
八
歳
以
降
の
読
み
書
き
教
育
や

緩
や
か
な
育
児
、
一
五
、
六
歳
以
降
の
家
業
教
育
や
善
良
な
交
友
関
係
、
遊
芸
の
禁
止
、
家
業
出
精
と
倹
約
（
そ
の
た
め
に

害
に
な
ら
ぬ
程
の
借
金
を
譲
る
の
が
我
が
子
へ
の
愛
情
と
す
る
）
と
と
も
に
、
男
子
な
ら
器
量
に
応
じ
た
商
売
を
仕
付
け
、

女
子
な
ら
婚
家
の
聟
の
器
量
を
よ
く
吟
味
せ
よ
と
諭
す
。
こ
の
ほ
か
奉
公
人
対
す
る
様
々
な
心
得
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

［

］
上
巻
の
全
部
と
下
巻
の
一
部
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。



（
ま
も
り
が
た
な
）

守
刀

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
序
題
「
通
俗
保
常
守
刀

。

異
称

」

［

］
大
本
一
冊
。
天
地
二
五
八
㍉
。

書
型

［

］
杉
山
文
理
作･

序
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
道
学
者
と
思
わ
れ
る
が
、
生
没
年
そ
の
他
未
詳
。
号
、
梅
月
堂
。

作
者

［

］
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
九
月
自
序
。
享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
一
月
作
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
四
月
書
。

年
代

［

］

作
者
の
子
弟
か
ご
く
親
し
い
者
に
書
き
与
え
た
教
訓
書
と
思
わ
れ
、
前
文
（

守
刀
取
詶
（
捌
か

）
に
続
い
て
、
奉
公
人

内
容

「

）
」

に
対
す
る
主
人
の
心
得
を
述
べ
た

君
道

父
親
の
心
を
述
べ
た

父
道

子
の
心
得
を
述
べ
た

子
道

を
始
め

夫

「

」
、

「

」
、

「

」

、「

」
「

」
「

」
「

」
「

（

）
」
「

」

。

、

婦

兄
弟

朋
友

教
訓

和
歌

道
歌

追
加

の
一
〇
章
に
分
け
て
書
き
記
し
た
も
の

育
児
に
つ
い
て
は

前
文
で
「
生

質
の
侭
」
で
親
が
全
く
教
育
を
施
さ
な
い
の
は
、
子
供
が
一
生
を
誤
り
恥
を
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ

う
ま
れ
つ
き

れ
を
避
け
る
た
め
に
本
書
を
分
か
り
や
す
く
記
し
た
経
緯
に
触
れ

「
父
道
」
三
カ
条
で
独
特
の
育
児
論
を
展
開
す
る
。
す

、

な
わ
ち
、
第
一
条
で
、
親
子
が
親
し
い
の
は
「
天
然
自
然
の
道
理
」
だ
が
溺
愛
の
あ
ま
り
、
子
供
の
悪
事
や
他
人
へ
の
乱
暴

な
ど
を
見
逃
し
、
子
供
の
思
い
通
り
に
育
て
た
結
果
、
つ
い
に
親
の
目
に
余
る
よ
う
に
な
っ
て
子
供
に
体
罰
を
加
え
て
叱
っ

て
も
手
遅
れ
に
な
る
の
は
親
の
大
罪
で
あ
る
と
指
摘
し
、
子
供
の
悪
事
は
草
木
と
同
様
に
早
い
段
階
で
芽
を
摘
む
べ
き
で
、

。

、

、

甘
や
か
し
や
姑
息
の
愛
は
子
供
を
捨
て
殺
す
も
同
然
で
あ
る
と
戒
め
る

第
二
条
で
は

子
供
は
厳
し
く
教
育
す
べ
き
だ
が

余
り
に
厳
し
す
ぎ
る
と
病
者
と
な
る
た
め
加
減･

斟
酌
が
必
要
な
こ
と
や
、
一
〇
歳
以
前
と
そ
れ
以
後
の
育
児
の
要
点
を
説

く
。
第
三
条
で
は
幼
時
か
ら
小
さ
な
過
ち
も
許
さ
ず
折
檻
し
、
日
常
生
活
に
必
要
な
読
み
書
き
に
も
徐
々
に
習
熟
さ
せ
よ
と

述
べ
て
い
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。

（
み
ん
か
ぶ
ん
り
ょ
う
き
）

民
家
分
量
記

（

）
。

「

」
。

「

」
。

「

」
。

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る

見
返
題･

跋
題
も
同
じ

首
題･

目
録
題

百
姓
分
量
記

柱
題

民
分
量
記

尾
題

分
量
記

異
称

［

］
半
紙
本
五
巻
五
冊
。
天
地
二
二
七
㍉
。

書
型

［

］
常
盤
潭
北
作･

跋

成
島
錦
江
序

作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
俳
人･

医
者
で

延
宝
五
年

一
六
七
七

生

延
享
元
年

一

作
者

。

。

、

（

）

、

（

七
四
四
）
七
月
三
日
没
。
六
八
歳
。
初
め
渡
辺
氏
、
の
ち
常
盤
氏
。
名
、
貞
尚
。
字
、
尭
民
。
号
、
潭
北･

百
華･

百
華
荘･

百
花
斎
。
新
井
尭
民
と
称
し
た
。
下
野
那
須
郡
烏
山
の
人
。
医
を
業
と
し
、
俳
諧
を
其
角
に
学
び
、
蕪
村
と
も
親
交
が
あ
っ

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』

た
。
晩
年
は
関
東
各
地
を
巡
り
、
農
民
に
道
を
説
き
、
ま
た
教
訓
書
を
著
す
な
ど
庶
民
教
化
に
努
め
た
。

参
照

［

］
享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
八
月
跋･

刊
記
。
同
年
一
〇
月
、
天
野
曽
原
（
藤
原
景
胤
）
跋･

刊

［
江
戸
］
西
村
源
六
板
。

年
代

。

［

］
庶
民
向
け
に
天
地･

人
倫
の
道
や
「
分
量
」
す
な
わ
ち
分
を
弁
え
た
生
き
方
を
説
い
た
教
訓
書
で
、
第
一
巻
に
「
発
端
」
以

内
容

下
六
章
、
第
二
巻
に
「
親
の

慈

、
附
、
子
の
生
育
」
以
下
九
章
、
第
三
巻
に
「
娶

婦

択
、
並
、
去
不
去
の
弁
」
以
下

い
つ
く
し
み

そ

だ

て

つ
ま
を
め
と
る
え
ら
び

さ
る
さ
ら
ざ
る

九
章
、
第
四
巻
に
「
百
姓
分
量
得
心
、
並
、
増
る
を

羨

、
他
を

稼

事
」
以
下
六
章
、
第
五
巻
に
「
陰
徳
の
弁
、
附
、
も

う
ら
や
み

か
せ
ぐ

ろ
こ
し
于
公
の
事
」
以
下
四
章
を
載
せ
る
。
こ
の
う
ち
第
二･

三
巻
に
育
児
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
、
我
が
子
の
一
生
を

う

こ

う

決
め
る
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
説
き
、
師
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
せ
め
て
悪
道
を
教
え
ぬ
よ
う
に
努
め
よ
と
諭

す
。
ま
た
、
子
を
甘
や
か
す
舐
犢
の
愛
の
果
て
に
我
が
子
を
勘
当
し
殺
害
に
及
ぶ
場
合
も
あ
る
と
警
告
し
、
親
不
孝
の
罪
は

ち

と

く

「
親
に
七
ッ
、
子
に
三
ッ
」
と
戒
め
、
過
保
護･

溺
愛
が
子
の
た
め
に
な
ら
な
い
こ
と
や
乳
母
を
付
け
る
際
の
心
得
に
言
及

す
る
。
そ
の
ほ
か
、
全
て
の
物
事
が
己
の
心
を
正
す
契
機
に
な
る
こ
と
や
、
我
が
子
を
師
に
付
け
る
意
義
と
師
匠
の
教
育
を

無
に
し
な
い
た
め
の
親
の
心
得
、
さ
ら
に
、
庶
民
の
学
問
の
仕
方
な
ど
に
も
触
れ
る
。

［

］
第
一
～
三
巻
お
よ
び
五
巻
よ
り
抄
録
。
本
書
は
広
く
流
布
し
、
後
続
の
教
訓
書
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ま
た
、
次
項

備
考

『

仮
名
文
章
』
の
巻
末
広
告
（
四
一
三
頁
）
に
「
士
農
工
商
の
身
持
心
得
を
ひ
ら
が
な
に
て
し
る
す
」
と
あ
る
。

〈
玉
置
〉

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

【

】『

』
、『

』

「

」
、『

（

）
』
、

［

］

翻
刻

日
本
教
育
文
庫･

訓
誡
篇

日
本
思
想
大
系

五
九
巻

近
世
町
人
思
想

栃
木
県
史･

史
料
編

近
世
八

文
献

『
子
育
て
の
書
』
二
（
抄
録

【
影
印

『
家
政
学
文
献
集
成･

続
編
』
江
戸
期
Ⅰ
。

）
。

】



〈
玉
置
〉

（
か
な
ぶ
ん
し
ょ
う
）

仮
名
文
章

［

］
書
名
は
『
江
戸
出
版
書
目

（
一
九
頁
）
に
よ
る
。

異
称

』

［

］
大
本
一
冊
。
天
地
二
七
四
㍉
。

書
型

［

］

玉
置
茂
八
作･

書
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
書
家
で
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
生
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
八
月
一

作
者

七
日
没
。
七
五
歳
。
名
、
栄
長
。
通
称
、
茂
八･

茂
八
郎
。
号
、
筆
華
堂
。
淡
路
の
人
。
玉
置
喬
直
の
門
人
。
江
戸
橘
町
一

た
か
な
お

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

丁
目
に
住
し
、
書
を
業
と
し
た
。

［

］
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
一
〇
月
書･

刊

［
江
戸
］
西
村
源
六
板
。

年
代

。

［

］
「
秋
の
夕
暮
い
と
も
の
さ
び
し
き
に
、
た
ま
く
ら
の
ね
ぶ
り
も
さ
め
て
夢
の
う
ち
な
る
五
十
年
、
人
間
の
苦
楽
こ
し
か
た
行

内
容

末
、
わ
れ
人
の
上
を
お
も
ひ
つ
ゞ
け
ま
い
ら
せ
候
に
も
、
は
か
な
き
こ
と
わ
ざ
ど
も
に
こ
そ
、
此
世
に
な
が
ら
ふ
る
わ
づ
か

の
う
ち
に
善
を
つ
む
人
は
ま
れ
に
し
て
、
あ
く
を
か
さ
ぬ
る
の
み
か
ぎ
り
な
く
覚
ゆ
れ
…
」
で
始
ま
る
長
文
の
女
子
教
訓
を

認
め
た
書
道
手
本
。
育
児
に
つ
い
て
は

「
お
さ
な
き
時
よ
り
よ
き
人
に
し
た
が
ふ
て
、
見
な
れ
、
き
ゝ
な
れ
ゐ
た
れ
ば
、

、

を
の
づ
か
ら
わ
が
身
の
よ
し
あ
し
を
も
わ
き
ま
へ
し
る
事
に
て
候
」
と
、
幼
時
か
ら
の
良
い
習
慣
を
重
視
し
、
特
に
女
性
は

懐
妊
中
の
身
持
ち
が
大
切
で
あ
る
と
し
て
胎
教
の
あ
ら
ま
し
を
説
く
。
ま
た
、
男
女
と
も
に
幼
い
時
は
理
解
で
き
な
く
て
も

「
あ
け
く
れ
に
理
り
を
つ
く
し
、
い
ろ


に
教
を
な
し
て
、
よ
し
あ
し
の
差
別
を
し
ら
し
め
み
ち
び
」
け
ば
、
幼
児
と
い

え
ど
も
本
来
仏
性
を
持
ち
備
え
て
い
る
た
め
、
成
長
す
る
に
従
っ
て
良
い
道
に
進
む
こ
と
か
ら

「
お
さ
な
き
う
ち
の
手
入

、

れ
第
一
」
と
幼
児
教
育
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印

『
稀
覯
往
来
物
集
成
』
二
九
巻
。

文
献

。

】

（
も
し
お
ぐ
さ
）

も
し
ほ
ぐ
さ

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
異
称
「
藻
汐
草

。

異
称

」

［

］
特
大
本
一
冊
。
天
地
三
二
〇
㍉
。

書
型

［

］

藤
堂
嵐
子
作･

序
。
山
崎
義
故
編･

跋
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
武
家
女
性
。
伊
賀
上
野
の
一
〇
〇
〇
石
の
家
臣･

藤
堂
靱

作
者

負
家
に
生
ま
れ
、
五
〇
〇
〇
石
の
藤
堂
新
七
郎
良
族
に
嫁
ぐ
。
新
七
郎
は
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
二
月
、
江
戸
出
府
中
に

疱
瘡
の
た
め
二
八
歳
の
若
さ
で
客
死
。
彼
女
は
二
児
（
良
躬･

須
磨
、
長
女
栄
は
早
世
）
を
養
育
し
、
次
女
須
磨
が
藤
堂
隼

は
え

人
長
勅
に
嫁
ぐ
際
に
本
書
を
書
き
与
え
た
。

［

］
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
四
月
作
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
三
月
跋
。
同
年
一
〇
月
刊

［
江
戸
］
至
楽
堂
蔵
板
、
岡

年
代

。

村
屋
庄
助
売
出
。

［

］
四
〇
代
の
嵐
子
が
嫁
い
で
い
く
娘
（
須
磨
）
の
た
め
に
記
し
た
女
訓
書
。
そ
の
原
本
は
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
三
四
歳

内
容

で
他
界
し
た
須
磨
の
遺
品
中
に
発
見
さ
れ
た
後
、
代
々
受
け
継
が
れ
、
約
一
〇
〇
年
後
、
津
藩
士
山
崎
義
故
に
よ
っ
て
上
梓

さ
れ
た
。
内
容
は
、
執
筆
意
図
を
略
述
し
た
前
文
と
長
短
合
わ
せ
た
四
四
カ
条
か
ら
な
り
、
女
性
の
学
問
の
大
意
、
男
女
の

役
割
、
女
子
三
従
、
舅
姑
へ
の
孝
養
、
夫
へ
の
服
従
、
武
家
婦
人
の
忠
孝
と
い
っ
た
理
念
の
ほ
か
、
夫
の
四
季
の
衣
装
の
準

備
や
旅
立
つ
夫
に
対
す
る
態
度
、
化
粧･

身
だ
し
な
み
、
奉
公
人
指
導
、
信
仰
の
あ
り
方
な
ど
、
日
常
生
活
全
般
の
具
体
的

な
心
得
を
縷
々
諭
す
。
育
児
に
つ
い
て
は
、
末
尾
で
「
子
を
そ
だ
つ
る
道
は
、
我
い
ま
だ
孟
母
の
誠
を
え
ず
。
善
に
み
ち
び

き
、
悪
を
こ
ら
す
事
の
い
た
ら
ざ
る
を
常
に
恥
る
所
な
れ
ば
、
筆
を
さ
し
を
く
べ
し

（
五
二
六
頁
）
と
具
体
的
な
記
述
を

」

控
え
て
い
る
が
、
女
性
も
仮
名
文
の
教
訓
書
（

列
女
伝

『
女
四
書
』
等
）
を
学
ぶ
べ
き
こ
と
、
継
子
で
あ
っ
て
も
我
が

『

』

子
同
然
に
誠
を
尽
く
し
て
育
て
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
説
く
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻

『
藤
堂
藩
藻
汐
草

（
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会
叢
書･

六
六
集

【
影
印

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
七
五
巻
。

文
献

】

』

）
。

】



（
み
ん
か
ど
う
も
う
か
い
）

民
家
童
蒙
解

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題･

序
題
と
も
に
同
じ
。
柱
題
「
童
蒙
解

。

異
称

」

［

］
半
紙
本
三
巻
（
上
下
二
巻･

附
録
一
巻
）
五
冊
。
天
地
二
二
八
㍉
。

書
型

［

］
常
盤
潭
北
作･

序
。
作
者
に
つ
い
て
は
『
民
家
分
量
記
』
解
題
を
参
照
。

作
者

［

］
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
三
月
自
序
。
享
保
二
〇
年
四
月
、
一
竿
舎
兆
翁
序
。
附
録
、
享
保
二
〇
年
五
月
作
。
元
文
二
年

年
代

（
一
七
三
七
）
一
月
刊

［
江
戸
］
西
村
源
六
板
。

。

［

］
門
人
侭
田
千
之
に
与
え
た
潭
北
の
講
演
録
を
『
民
家
分
量
記
』
続
編
と
し
て
上
梓
し
た
も
の
。
上
下
を
二
分
冊
し
て
第
一
～

内
容

四
冊
と
し
、
附
録
一
巻
を
第
五
冊
と
す
る
。
上
之
一
は
「
発
語
（
一
八
カ
条

。
上
之
二
は
「
或
問
孝
」
以
下
一
一
項
、

）
」

下
之
一
は

郷
党
和
順

以
下
一
三
項

下
之
二
は

教
育

以
下
七
項
を
収
録
す
る
が

育
児
に
つ
い
て
は
下
之
二
の

教

「

」

、

「

」

、

「

育
」
三
カ
条
と
「
婦
人
」
五
カ
条
に
記
述
が
あ
る
。
ま
ず
「
教
育
」
項
で
は

「
人
の
我
侭
と
い
ふ
も
の
は
、
成
長
の
後
、

、

俄
に
出
来
た
る
に
は
あ
ら
ず
」
と
し
て
そ
れ
が
親
の
教
育
の
失
敗
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

「
一
生
ぬ
け
か
ぬ
る
病
」
で
あ
る
と
戒
め
る
。
そ
し
て
、
胎
教
か
ら
の
育
児
と
と
も
に
、
そ
れ
以
前
に
心
立
て
の
良
い
女
性

を
娶
る
こ
と
、
性
交
の
慎
み
や
乳
母･
傅
母
の
吟
味
な
ど
入
念
な
幼
児
教
育
の
心
得
を
説
く
。
ま
た

「
幼
児
教
育
は
自
然

、

に
ゅ
う
ぼ

も

り

に
任
せ
、
善
悪
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
育
て
よ
」
と
か
「
厳
し
い
仕
置
き
は
子
供
の
心
を
僻
ま
せ
子
供
を
病
気
に
さ
せ
る
」
と
い

う
の
は
誤
っ
た
考
え
で
あ
り
、
誕
生
と
と
も
に
長
い
年
月
を
か
け
て
教
育
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

両
親
や
乳
母
が
正
し
い
生
き
方
を
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と
強
調
す
る
。
一
方
「
婦
人
」
項
で
は

「
娘
幼
少
の
時
よ

、

り
『
大
和
小
学

『
姫
鑑
』
の
類
ひ
、
仮
名
書
の
『
列
女
伝
』
な
ど
読
な
ら
は
せ
た
し

『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
類
ひ
は
仮

』

。

に
も
見
せ
ぬ
が
よ
し
…
」
な
ど
女
子
教
育
に
も
言
及
す
る
。

［

］
第
一･

四･

五
巻
の
一
部
を
収
録
。
序
文
を
書
い
た
一
竿
舎
兆
翁
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
刊
『
今

備
考

川
童
蒙
解
』
の
作
者･

蕪
菜
軒
狸
臍
（
一
竿
舎
釣

翁
）
と
同
一
人
か
。

ち
ょ
う
お
う

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

【

】
『

』
、
『

』

、
『

』

（

）
。
【

】

。

［

］

翻
刻

日
本
教
育
文
庫･

訓
誡
篇

栃
木
県
史･

史
料
編

近
世
八

子
育
て
の
書

二

抄
録

影
印

な
し

文
献

（
お
き
つ
し
の
む
す
め
に
あ
た
う
る
し
ょ
）

与
奥
津
氏
女
書

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題
「
与
奥
津
氏
之
女
書
付

。

異
称

」

［

］
大
本
一
冊
。
天
地
二
五
九
㍉
。

書
型

［

］
稲
葉
迂
斎
作･

書
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
漢
学
者
で
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
九
月
一
七
日
生
、
宝
暦
一
〇
年
（
一

作
者

）

。

。

。

、

、

。

、

。

、

七
六
〇

一
一
月
一
〇
日
没

七
七
歳

初
め
鈴
木
氏

名

初
め
通
経

の
ち
正
義

通
称

十
五
郎･

十
左
衛
門

号

迂
斎
。
佐
倉
藩
士
鈴
木
正
則
の
男
。
江
戸
の
人
。
三
宅
尚
斎･

佐
藤
直
方･

浅
見
絅
斎
に
崎
門
学
を
学
ぶ
。
正
徳
五
年
（
一
七

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

一
五
）
肥
前
唐
津
藩
に
仕
え
、
藩
校
盈
科
堂
の
教
授
を
務
め
た
。

［

］
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
一
二
月
作･

刊

［
江
戸
］
著
者
蔵
板
か
。

年
代

。

［

］
元
文
五
年
一
二
月
に
興
津
氏
の
娘
が
奥
田
某
に
嫁
ぐ
に
あ
た
り
、
迂
斎
が
書
き
与
え
た
女
訓
書
を
上
梓
し
た
も
の
。
前
文
と

内
容

一
二
カ
条
の
条
々
か
ら
成
る
。
ま
ず
前
文
で
、
当
代
は
女
子
教
育
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
本
書
の
執
筆
理
由
な
ど

に
触
れ
る
。
以
下
、
一
つ
書
き
で
、
婦
人
は
外
出
す
べ
き
で
な
い
こ
と
、
婦
人
の
徳･

婦
人
の
職
、
他
家
へ
嫁
ぐ
意
味
と
心

得
、
信･

貞
、
父
母･

舅
姑
へ
の
孝
、
嫉
妬
、
懐
妊
中
の
慎
み
、
子
育
て
、
女
子
三
従
、
心
の
慎
み
、
狂
女
、
真
の
幸
福
に
つ

い
て
説
く
。
育
児
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
で
娘
が
一
〇
歳
に
な
っ
た
ら
婦
人
一
生
の
守
り
で
あ
る
「
婉･

娩･

聴･

従
」
の
徳

を
教
え
る
べ
き
こ
と
、
第
七
条
で
懐
妊
後
の
胎
教
の
心
得
、
第
八
条
で
育
児
に
お
け
る
母
親
の
重
要
性
や
育
児
法
、
ま
た
、

子
供
の
悪
を
父
に
隠
す
べ
き
で
な
い
こ
と
な
ど
を
諭
す
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印

『
往
来
物
分
類
集
成
Ⅱ
』
Ｒ
八･

一
二

『
家
政
学
文
献
集
成･

続
編
』
江
戸
期
Ⅵ
。

文
献

。

】

、



（
き
ょ
う
く
ん
お
ん
な
あ
さ
か
が
み
）

教
訓
女
朝
鏡

［

］
書
名
は
首
題
に
よ
る
。
外
題
「

教
訓
女
安
佐
可
ゝ
美
（
教
訓
女
あ
さ
か
ゝ
み

。
柱
題
「
女
朝
鏡

。

異
称

〈
新
板
絵
入
〉

）
」

」

［

］
半
紙
本
五
巻
五
冊
。
天
地
二
一
七
㍉
。

書
型

＊
『
国
書
人
名
辞

［

］
津
熊
武
範
作･

跋
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
往
来
物
作
者
。
河
内
交
野
の
人
。
生
没
年
未
詳
。
名
、
武
範
。

作
者

典
』
参
照

［

］
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
一
月
、
柳
山
堂
（
北
越
散
人
）
序･

刊

［
京
都
］
正
本
屋
吉
兵
衛
板
。

年
代

。

［

］
講
学
・
勤
謹
・
孝
愛
・
節
義
・
柔
弱
の
五
編
に
分
け
て
女
性
心
得
を
説
い
た
絵
入
り
の
女
訓
書
。
序
文
で
は
才
知
あ
る
賢
女

内
容

な
ら
ば
曹
大
家
の
『
女
誡

、
明
の
孝
慈
高
皇
后
の
『
内
訓

、
そ
の
他
『
劉

向
列
女
伝
』
や
各
種
孝
子
伝
な
ど
を
日
々
の

』

』

そ

う

た

い
こ

り
ゅ
う
き
ょ
う

、

「

、

」

鏡
と
す
れ
ば
良
い
が

そ
う
で
な
い
女
性
の
た
め
に

を
の
づ
か
ら
其
道
を
悟
り

聞
に
付
て
近
く
我
身
の
善
悪
を
知
る
鏡

と
す
る
た
め
に
本
書
を
著
し
た
と
す
る
。
胎
教
に
始
ま
る
女
子
教
育
や
種
々
の
女
子
心
得
を
、
日
本
お
よ
び
中
国
の
古
典
や

説
話
、
歌
な
ど
を
引
い
て
諭
す
。
育
児
に
つ
い
て
は
第
一
巻
「
講
学
」
に
記
述
が
あ
り
、
子
供
が
善
人
と
な
り
悪
人
と
な
る

原
因
が
「
母
の

娠

る
時
の
を
こ
な
ひ
」
に
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
胎
教
の
重
要
性
を
述
べ
、
ま
た
、
母
親
が
聖
人
の
道
を

は
ら
め

学
ん
で
お
く
と
と
も
に
、
幼
時
か
ら
子
供
に
道
を
教
え
て
正
し
く
育
て
る
（
悪
い
こ
と
は
早
く
戒
め
、
良
い
こ
と
は
小
事
で

も
教
え
聞
か
せ
る
）
こ
と
が
大
切
と
説
く
。
特
に
女
性
は
家
庭
教
育
の
期
間
が
短
い
た
め
、
日
々
怠
ら
ず
教
え
る
こ
と
が
重

要
で
、
幼
時
の
子
守
り
に
は
適
切
な
女
性
を
選
び
、
五
、
六
歳
か
ら
師
匠
を
吟
味
し
て
読
書･

績

紡･

裁
縫
を
教
え
、
さ
ら

よ
み
か
き

う
み
つ
む
ぎ

た
ち
ぬ
い

に
、
男
女
の
別
を
守
ら
せ
る
と
と
も
に
、
身
を
失
う
基
と
な
る
遊
芸
を
禁
ず
べ
き
だ
と
説
く
。
こ
の
ほ
か
女
性
の
家
庭
内
で

の
役
割
や
許

嫁
の
弊
害
に
触
れ
、
最
後
に
、
種
々
の
教
え
の
根
本
が
誠
で
あ
り
、
誠
心
を
も
っ
て
育
児
に
あ
た
り
、
子
供

い
い
な
ず
け

を
欺
き
、
偽
り
教
え
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
る
。

［

］
第
一
巻
の
全
て
と
第
五
巻
の
一
部
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
八
七
巻

『
往
来
物
分
類
集
成
Ⅱ
』
Ｒ
一
二
。

文
献

。

】

、

（
じ
ょ
き
ょ
う
ふ
だ
ん
ぶ
く
ろ
）

女
教
補
談
嚢

［

］
書
名
は
見
返
題
に
よ
る
。

異
称

［

］
大
本
一
冊
。
天
地
二
六
四
㍉
。

書
型

［

］
村
井
淇
水
作･

序
。
鈴
木
春
信
画
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
上
方
の
往
来
物
作
者
で
、
生
没
年
そ
の
他
未
詳
。
号
、
雪
悦

作
者

斎
。

［

］
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
三
月
刊

［
京
都
］
菊
屋
七
郎
兵
衛
板
。

年
代

。

［

］
「
何
某
大
納
言
殿
御
消
息
」
を
主
内
容
と
す
る
女
子
用
往
来

「
何
某
大
納
言
殿
御
消
息
」
は
、
一
通
の
消
息
文
に
見
立
て

内
容

。

て
女
子
に
必
要
な
教
訓
を
箇
条
書
き
に
し
た
『
仮
名
教
訓
』
系
の
往
来
で

『
仮
名
教
訓
』
一
一
カ
条
を
改
編
し
た
七
カ
条

、

か
ら
成
る
。
第
一
条
「
慈
悲
の
心

、
第
二
条
「
接
客
態
度

、
第
三
条
「
使
用
人
指
導
法

、
第
四
条
「
夫
婦
和
合

、
第

」

」

」

」

「

」
、

「

」
、

「

」

。

五
条

非
情
な
友
へ
の
誠
意

第
六
条

社
交
上
の
会
話
や
礼
儀

第
七
条

謡･

舞
等
の
鑑
賞
態
度

に
つ
い
て
説
く

続
い
て
「
附
録
」
と
し
て
、
女
子
一
生
の
心
得
を
ま
と
め
た
四
六
カ
条
の
教
訓
と

「
茗
話
は
な
し
」
と
題
し
た
説
話
一
七

、

話
を
載
せ
る
。
育
児
に
つ
い
て
は
「
附
録
」
に
、
女
性
六
歳
か
ら
六
〇
歳
代
ま
で
の
年
代
別
教
育
論･

生
涯
指
針
が
記
さ
れ

て
い
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。
な
お
「
附
録
」
は
本
集
成
第
一
〇
巻
所
収
の
『
新
女
大
学
要
鑑
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
宝
暦
一

備
考

『

』

「

」

、

、

「

」

三
年
刊

女
用
文
文
庫

の
頭
書

婦
人
身
持
鏡

に
も
ほ
ぼ
同
文
を
載
せ
る
が

三
者
を
比
較
す
る
と

本
書
の

附
録

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
て
「
婦
人
身
持
鏡
」
と
『
新
女
大
学
要
鑑
』
が
編
ま
れ
た
経
緯
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
「
附

録
」
を
や
や
簡
略
化
す
る
形
で
綴
ら
れ
、
後
者
は
「
附
録
」
の
所
々
に
増
補
（
特
に
長
文
の
「
胎
教

「
蚕
の
教
訓
」
を
増

」

補
）
す
る
形
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻

『
生
活
文
化
研
究
所
年
報
』
六
輯
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

【
影
印

『
往
来
物
大
系
』
八
八
巻

『
往

文
献

】

）
。

】

、

来
物
分
類
集
成
』
Ｒ
四
〇

『
往
来
物
分
類
集
成
Ⅱ
』
Ｒ
八
。

、



（
て
い
じ
ょ
う
か
く
ん
）

貞
丈
家
訓

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
見
返
題･

目
録
題･

首
題
と
も
同
じ
。
序
題
「
安
斎
氏
家
訓

。
一
名
「
伊
勢
貞
丈
家
訓

。

異
称

」

」

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
三
一
㍉
。

書
型

［

］

伊
勢
貞
丈
作･

序
。
屋
代
弘
賢
（
輪
池･

詮
賢
）
校･

序
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
幕
臣
な
ら
び
に
有
職
故
実
家
で
、
享
保

作
者

さ
だ
た
け

二
年

一
七
一
七

一
二
月
二
八
日
生

天
明
四
年

一
七
八
四

五
月
二
八
日
没

六
八
歳

本
姓

平

名

貞
丈

俗

（

）

、

（

）

。

。

、

。

、

（

に
テ
イ
ジ
ョ
ウ

。
通
称
、
兵
庫･

平
蔵
。
号
、
安
斎･

銀
郷
散
人
。
江
戸
麻
布
生
れ
。
享
保
一
一
年
に
家
督
を
嗣
ぎ
、
寄
合

）

よ
り
小
姓
組
と
な
っ
た
。
独
学
で
故
実
を
修
め
、
文
献
中
心
の
忠
実
な
考
証
と
明
快
な
説
明
を
特
徴
と
し

「
伊
勢
流
」
と

、

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

し
て
広
く
行
わ
れ
た
。

［

］
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）
一
一
月
作
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
五
月
、
山
本
長
孝
（
沢
彭
）
跋
。
天
保
八
年
（
一
八
三

年
代

七
）
二
月
、
屋
代
弘
賢
序
。
同
年
春
刊
記
。
天
保
一
二
年
冬
、
松
山
堂
序･

刊

［
江
戸
］
堀
野
屋
儀
助
（
宝
翰
堂
）
板
。

。

［

］
武
家
故
実
家
と
し
て
知
ら
れ
る
伊
勢
貞
丈
の
家
訓
を
上
梓
し
た
も
の
。
五
常･

五
倫･

先
祖･

家
業･

衣
食
住･

神
仏･

酒
色
財
奕

内
容

･

苦
楽･

慎
独･

省
身･

改
追･

非
理
法
権
天･

倹
約･

堪
忍･

自
暴
自
棄
の
一
五
章
に
分
け
て
説
く
。
育
児
に
つ
い
て
は

「
五
倫

、

の
事
」
に
若
干
の
記
事
が
あ
り
、
父
子
関
係
（
こ
の
「
父
」
に
は
母
の
意
味
も
含
ま
れ
る
と
す
る
）
に
お
け
る
「
親
」
に
つ

い
て
触
れ
、
続
い
て
、
父
母
の
育
児
に
つ
い
て
「
父
は
子
を
き
び
し
く
そ
だ
て
、
行
儀
を
直
し
、
芸
能
を
を
し
へ
、
物
事
を

能
く
い
ひ
教
し
へ
、
悪
き
事
を
し
か
り
、
い
ま
し
め
、
よ
き
人
が
ら
に
そ
だ
て
あ
げ
て
、
人
に
も
ほ
め
さ
せ
る
様
に
と
世
話

あ
し

を
や
き
、
其
子
の
為
に
な
る
様
に
し
つ
け
を
す
る
は
、
父
の
慈
悲
に
て
、
父
の
法
也

、
ま
た

「
母
は
物
や
は
ら
か
に
し

」

、

て
、
子
を
い
た
は
り
、
父
の
き
び
し
き
を
、
子
の
心
に
は
ら
た
ゝ
ず
、
わ
ろ
く
思
は
ぬ
様
に
能
々
道
理
を
い
ひ
聞
か
せ
て
子

の
心
を
や
は
ら
げ
て
教
へ
そ
だ
つ
る
は
、
母
の
慈
悲
、
母
の
法
也
」
と
説
く
。
ま
た
、
養
父
母
の
養
子
に
対
す
る
心
得
や
舅

姑
と
嫁
の
間
の
心
得
に
も
言
及
す
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻

『
日
本
教
育
文
庫･

家
訓
篇

『
日
本
思
想
大
系
』
二
七
巻
「
近
世
武
家
思
想

『
武
士
道
家
訓
集

（
有
馬
祐
政

文
献

】

』
、

」
、

』

ほ
か
編

【
影
印
】
な
し
。

）
。

（
お
ん
な
が
く
そ
く
）

女
学
則

［

］
書
名
は
序
題･

首
題
に
よ
る
。
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
板
の
外
題
は
「
女
学
則
操
鑑

。

異
称

」

［

］
大
本
一
冊
。
天
地
二
五
七
㍉
（
江
戸
中
期
刊
本

。

書
型

）

［

］
鳥
飼
酔
雅
（
吉
文
字
屋
市
兵
衛
）
作･

序
。
月
岡
雪
鼎
画
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
大
坂
書
肆
で
、
享
保
六
年
（
一
七
二

作
者

一
）
生
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
一
一
月
二
三
日
没
。
七
三
歳
。
鳥
飼
氏
。
名
、
昭
。
字
、
清
廉
。
通
称
、
吉
文
字
屋
市

兵
衛
（
三
世

。
号
、
酔
雅･

酔
雅
朧
月･

洞
斎･

定
栄
堂
。
大
坂
書
肆
二
世
吉
文
字
屋
市
兵
衛
（
鳥
飼
定
栄
）
の
男
。
幼
時

）

＊
『
国
書
人

か
ら
家
業
に
対
す
る
自
覚
を
持
ち
、
広
く
天
下
の
書
を
渉
猟
し
て
こ
れ
に
通
じ
、
自
ら
も
多
く
の
書
を
著
し
た
。

名
辞
典
』
参
照

［

］
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
九
月
序
。
明
和
二
年
一
月
刊

［
大
阪
］
吉
文
字
屋
市
兵
衛･

［
江
戸
］
吉
文
字
屋
治
郎
兵
衛
板
。

年
代

。

［

］
本
文

女
訓

は

和
俗
童
子
訓

等
に
よ
り
な
が
ら
年
代
別
の
女
子
教
育
や
婦
道
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
た
も
の

ま
ず

女

内
容

「

」

『

』

。

「

子
は
外
に
出
て
師
に
従
ひ
、
友
に
諌
ら
る
ゝ
の
道
な
く
、
世
の
よ
し
あ
し
に
も
う
と
く
、
ひ
と
へ
に
父
母
の
お
し
へ
を
も
つ

」

、

、

、

「

」
、

て
世
を
立
る
も
の
な
れ
ば
…

と
女
子
教
育
の
必
要
性
を
強
調
し

以
下

箇
条
書
き
で

第
一
条

早
期
教
育
の
重
要
性

第
二
条
「
乳
母
の
選
択

、
第
三
条
「
男
女
の
別

、
第
四
条
「
浄
瑠
璃･

三
味
線
の
禁
止

、
第
五
条
「
右
手
の
使
用
（
二
、

」

」

」

）
」
、

「

（

、

）
」
、

「

（

）
、

三
歳

第
六
条

方
角･

数
字･

い
ろ
は･

百
人
一
首
の
学
習

四

五
歳

第
七
条

男
女
の
別
と
礼
儀
作
法

七
歳

手
跡
修
行･

読
書･

礼
儀
（
八
歳

、
裁
縫
教
育･

諸
芸
（
一
〇
歳

、
第
八
条
「
や
さ
し
き
心
延
え

、
第
九
条
「
柔
和
な
態

）

）
」

」

度

、
第
一
〇
条
「
父
母･

舅
姑
へ
の
孝
行

、
第
一
一
条
「
傲
慢
の
戒
め

、
第
一
二
条
「
侮
蔑
の
戒
め

、
第
一
三
条
「
下

」

」

」

」

僕
へ
の
憐
愍

、
第
一
四
条
「
家
内
の
風
紀

、
第
一
五
条
「
言
葉
の
慎
み

、
第
一
六
条
「
堪
忍

、
第
一
七
条
「
女
の
五

」

」

」

」

徳
」
を
説
く
。
ま
た
、
前
付
の
「
女
教
訓
百
ヶ
条
」
に
も
、
第
一
二
条
「
乳
母
を
置
に
、
心
根
の
す
な
を
な
る
、
や
か
ま
し

く
な
き
も
の
を
お
く
べ
し
。
さ
な
き
物
は
子
の
為
に
あ
し
ゝ
」
な
ど
の
育
児
心
得
が
多
く
見
ら
れ
る
。

［

］
江
戸
中
期
刊
本
よ
り
「
女
教
訓
百
ヶ
条
」
と
「
女
訓
」
一
五
カ
条
等
を
収
録
。
ま
た
、
参
考
と
し
て
明
和
二
年
板
と
文
化
一

備
考

四
年
板
の
一
部
を
掲
げ
た
。

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印

『
往
来
物
分
類
集
成
』
Ｒ
四
〇

『
往
来
物
分
類
集
成
Ⅱ
』
Ｒ
一
三
。

文
献

。

】

、



（
お
ん
な
げ
い
ぶ
ん
さ
ん
さ
い
ず
え
）

女
芸
文
三
才
図
会

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。

異
称

［

］
大
本
五
巻
五
冊
。
天
地
二
六
七
㍉
。

書
型

［

］
鳥
飼
酔
雅
（
吉
文
字
屋
市
兵
衛
）
作･

序
。
作
者
に
つ
い
て
は
前
掲
『
女
学
則
』
解
題
を
参
照
。

作
者

（

）

、

（

）

。

（

）

、

（

）

［

］
明
和
五
年

一
七
六
八

三
月

鳥
飼
昭

酔
雅

自
序

天
明

一
七
八
一
～
八
九

頃
刊

天
保
一
二
年

一
八
四
一

年
代

一
〇
月
、
三
浦
茂
樹
序･

再
刊

［
大
阪
］
秋
田
屋
良
助
ほ
か
板
。

。

［

］

大
阪･

吉
文
字
屋
板
の
女
子
用
往
来
数
点
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。
諸
本
に
よ
り
収
録
内
容
や
順
序
に
若
干
の
異
同
が
あ
る

内
容

、「

」「

」「

」「

」

、「

」

が

十
二
月
和
歌

蹴
鞠
和
歌

娘
教
訓
和
歌
百
首

百
人
一
首

な
ど
の
和
歌
お
よ
び
教
訓
歌

幼
女
そ
だ
て
草

「
女
手
習
状

「
女
躾
方
百
箇
条

「
教
訓
百
箇
条
」
な
ど
の
女
子
教
訓

「
本
朝
賢
女
略
伝
」
や
婚
礼
祝
言･

食
礼
等
の
礼

」

」

、

法
、
香
道･

化
粧
そ
の
他
の
記
事
か
ら
成
る
。
収
録
し
た
第
五
巻
「
女
教
訓
百
ヶ
条
」
に
育
児
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
え
、

ま
ず
序
文
で
「
父
母
の
心
掛
け
や
身
持
ち
が
正
し
く
な
け
れ
ば
娘
を
正
し
く
育
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
説
き
、
全
一
〇

「

、

、

、

」
、「

、

〇
カ
条
中
に

一

子
を
教
る
の
道

心
の
明
徳
を
明
ら
か
に
し
て

あ
し
き
道
に
い
ら
ざ
る
や
う
に
教
ゆ
べ
き
事

一

お
さ
な
き
時
は
、
言
葉
を
も
つ
て
教
さ
と
す
而
已
に
て
は
、
聞
う
く
る
事
な
し
。
を
し
え
ず
と
も
、
父
母
、
め
の
と
の
心
ざ

の

み

し
を
自
然
と
見
習
ふ
物
な
れ
ば
、
父
母
行
儀
よ
く
正
し
け
れ
ば
、
子
は
教
ず
し
て
正
し
く
成
ぬ
べ
き
事

「
一
、
子
を
教

」
、

る
の
道
、
胎
教
と
て
既
に
身
持
に
な
れ
ば
、
寝
る
に
そ
ば
だ
ゝ
ず
、
坐
す
に
か
た
よ
ら
ず
…
」
の
如
き
条
々
を
掲
げ
る
。
中

い
ぬ

に
は
「
一
、
乳
母
を
撰
ぶ
事
、
く
は
し
く
『
女
学
則
』
に
出
た
り
。
こ
れ
を
読
み
る
べ
き
事
」
と
か
「
…
読
習
べ
き
書
は
、

和
論
語

姫
鑑

女
四
書

堪
忍
記

女
訓
抄

女
今
川

女
学
則

等
の
み
ち
を
知
る
の
書
を
よ
ま
し
め

古

『

』『

』『

』『

』『

』『

』『

』

、『

や
ま
と
ろ
ん
ご

な
ど

今
』
よ
り
は
じ
め
、
歌
学
の
書
を
心
が
け
て
読
べ
き
事
」
と
自
著
の
宣
伝
文
も
含
む
。
こ
の
ほ
か
、
五
、
六
歳
以
降
の
年
代

別
教
育
論
を
数
カ
条
に
わ
た
っ
て
記
す
。

［

］
第
五
巻
を
抄
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。

（
こ
こ
ろ
え
う
た
）

こ
ゝ
ろ
得
歌

［

］
書
名
は
首
題
に
よ
る
。
題
簽
題
「

こ
ゝ
ろ
得
哥

。
柱
題
「
心
得
哥

。

異
称

〈
教
訓
〉

」

」

［

］
大
本
一
冊
。
天
地
二
六
六
㍉
。

書
型

。

。

、

、

［

］
二
生
堂
作･

序

清
水
橘
井
堂
ほ
か
書

作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
人
で

京
都
の
書
家
お
よ
び
手
習
師
匠
と
思
わ
れ
る
が

作
者

生
没
年
そ
の
他
未
詳
。

［

］
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
刊

［
京
都
］
林
伊
兵
衛
ほ
か
板
。

年
代

。

［

］
例
え
ば
、
親
が
子
に
教
訓
書
の
如
き
親
孝
行
を
強
要
し
た
り
、
夫
が
妻
に
『
列
女
伝
』
を
押
し
付
け
た
り
す
る
こ
と
は
か
え

内
容

っ
て
災
い
の
基
に
な
る
た
め
、
父
に
は
父
の
道
、
子
に
は
子
の
道
、
姑
に
は
姑
の
道
、
嫁
に
は
嫁
の
道
を
そ
れ
ぞ
れ
立
て
て

ま
ず
己
を
反
省
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
て
、
家
族
構
成
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
教
訓
歌
を
集
め
た
も
の
。
父
の
心

得･

子
の
心
得･

母
の
心
得･

母
に
対
す
る
子
の
心
得･

舅
の
心
得･

嫁
の
心
得･

姑
の
心
得･

姑
に
対
す
る
嫁
の
心
得･

兄
の
心
得

･

弟
の
心
得･

夫
の
心
得･

妻
の
心
得･

媒
の
心
得･

百
姓
の
心
得･

細
工
人
の
心
得･

商
人
の
心
得･

師
の
心
得･

弟
子
の
心
得･

朋

友
に
交
わ
る
心
得･

心
を
治
む
る
心
得･

身
を
治
む
る
心
得･

家
を
治
む
る
心
得･

世
に
ま
じ
わ
る
心
得･

貧
し
き
も
の
の
心
得･

多
言
な
る
者
の
心
得･

養
生
の
心
得･

物
喰
う
時
の
心
得･

着
物
き
る
時
の
心
得･

天
地
を
恐
る
る
心
得･

天
命
を
し
る
心
得･

理

の
極
ま
り
な
き
を
し
る
心
得･

平
生
の
心
得･

君
の
御
心
得･

臣
の
心
得
の
三
四
項
に
分
け
て
教
訓
歌
二
一
七
首
を
掲
げ
る
。

こ
れ
ら
の
道
歌
を
京
都
の
手
習
師
匠
三
〇
名
に
書
か
せ
て
い
る
の
も
独
特
で
、
巻
末
執
筆
者
一
覧
に
は
女
流
書
家
も
少
な
く

な
い

育
児
に
つ
い
て
は

父
の
心
得
に

行
儀
と
て
し
ゐ
て
呵
れ
ば
気
が
そ
れ
る

か
な
は
ぬ
事
は
人
に
い
は
せ
よ

子

。

、

「

」「

宝
と
常
に
は
い
へ
ど
か
ん
し
や
く
の

お
こ
つ
た
と
き
は
言
語
ど
う
だ
ん
」
な
ど
八
首
、
母
の
心
得
に
「
産
だ
子
と
思
ふ
は

う
ん

ぐ
ち
の
至
り
也

女
の
役
と
か
ね
て
し
ら
ず
や

「
一
生
の
不
和
の
種
と
は
し
ら
ず
し
て

弟

の
み
に
味
方
す
る
お
や
」
な

」

お
と
と

ど
四
首
を
掲
げ
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。
な
お
、
本
書
と
同
体
裁
の
姉
妹
編
『
こ
ゝ
ろ
も
ち
歌

（
二
生
堂
作
、
清
水
橘
井
堂
書
）
が
翌
年
に
出
版
さ

備
考

』

れ
て
い
る
。

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。



（
の
う
か
く
ん
）

農
家
訓

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題･

序
題･

目
録
題･

柱
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
半
紙
本
二
巻
二
冊
。
天
地
二
三
三
㍉
。

書
型

［

］
山
名
文
成
作
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
、
紀
伊
名
草
郡
永
穂
村
の
農
民
で
、
庄
屋
ま
た
は
農
業
指
導
者
と
思
わ
れ
る
。
生
没

作
者

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

年
未
詳
。
名
、
文
成
。
公
共
事
業
に
尽
力
し
、
農
耕
の
暇
に
本
書
を
著
し
た
。

［

］
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
三
月
作･

刊

［
大
阪
］
柏
原
屋
与
左
衛
門
板
。

年
代

。

［

］

上
下
二
巻
か
ら
な
る
通
俗
教
訓
書
で
、
上
巻
に
「
四
恩

「
五
常

「
農
民
用
心
の
説

「
赤
子
養
育
成
人
弁

「
準
縄
曲
尺

内
容

」

」

」

」

弁
義

「
始
末
の
大
旨
は
早
く
知
る
に
在
る
説
」
の
六
章
、
下
巻
に
「
天
下
の
三
民
同
恩
の
解

「
小
童
へ
学
を
勧
む
る
の

」

」

説

「
堪
忍
両
義
章

「
三
光
天
象
違
は
ざ
る
義

「
孝
行
意
得
の
説

「
上
下
通
情
の
弁
」
の
六
章
を
掲
げ
る
。
育
児
に
つ

」

」

」

」

い
て
は
、
第
二
章
「
赤
子
養
育
成
人
弁
」
で
百
姓
に
と
っ
て
五
穀
の
種
を
選
ぶ
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
の
と
同
様
に
、

育
児
も
妊
娠･

出
産
時
か
ら
父
母
が
誠
の
心
で
正
し
い
行
い
を
し
て
親
孝
行
な
善
人
に
育
て
る
こ
と
（
善
き
種
を
う
へ
て
、

善
き
花
を
咲
せ
、
善
き
実
を
取
る
事
）
が
大
切
で
あ
り
、
幼
時
よ
り
溺
愛
に
よ
る
誤
っ
た
教
育
を
斥
け
、
八
歳
に
な
っ
た
ら

読
み
書
き
を
教
え
、
徐
々
に
家
業
も
習
わ
せ
る
べ
き
と
説
く
。
そ
の
際

「
短
慮
に
し
て
罵
り
怒
り
お
し
」
え
る
こ
と
は
子

、、「

、

」

。

供
の
心
を
ひ
ね
く
れ
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
十
分
に
注
意
せ
よ
と
警
告
し

不
孝
の
罪
は
親
に
七
分

子
に
三
分

と
諭
す

ま
た
、
第
六
章
「
小
童
へ
学
を
勧
む
る
の
説
」
で
は
農
家
子
弟
の
余
力
学
問
に
つ
い
て
良
き
師
を
選
び
善
を
教
え
る
べ
き
こ

、

、

。

「

」

、

と

ま
た

手
習
い･

学
問
に
も
過
不
及
や
中
庸
の
心
が
大
切
な
こ
と
を
説
く

さ
ら
に
第
九
章

孝
行
意
得
の
説

で
は

「
父
子
の
間
は
善
を
責
め
ず
。
善
を
責
む
る
と
き
は
離
る
。
離
る
と
き
は
不
祥
こ
れ
よ
り
大
い
な
る
は
莫
し
」
な
ど
親
子
間

な

の
心
得
を
述
べ
る
。

［

］
上
巻
よ
り
第
二
章
、
下
巻
よ
り
第
六･

九
章
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻

『
日
本
経
済
叢
書
』
一
五
巻

『
日
本
経
済
大
典
』
二
二
巻

『
子
育
て
の
書
』
二
（
抄
録

【
影
印
】
な
し
。

文
献

】

、

、

）
。

（
ひ
の
え
う
ま
さ
と
し
ば
な
し
）

丙
午
さ
と
し
ば
な
し

［

］
書
名
は
外
題･

見
返
題
に
よ
る
。
柱
題
「
丙
午
暁
示

。

異
称

」

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
二
四
㍉
。

書
型

［

］

木
節
堂
作
。
高
安
庄
次
郎
書
。
法
橋
玉
山
画
。
木
節
堂
自
筆
稿
本
『
丙
午
縁
起

（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
神
宮
皇
学
館

作
者

』

文
庫
蔵
。
同
書
詳
細
は
同
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
、
和
歌
山
北
町
の
職
人
（
木

櫛
挽･

亀
甲
櫛
笄
）
で
、
和
泉
屋
源
右
衛
門
と
称
し
た
。

［

］
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
一
月
刊
。
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
再
刻

［
和
歌
山
］
綛
田
屋
嘉
兵
衛
ほ
か
板
。

年
代

。

か

せ

だ

や

［

］
『
丙
午
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
本
書
刊
行
の
経
緯
は
次
の
通
り
。
天
明
五
年
九
月
一
三
日
夜
、
何
者
か
が
和
歌
山
の
各
地
に
張

内
容

り
出
し
た
「
丙
午
ノ
縁
起
」
を
広
め
よ
う
と
、
作
者
が
仲
間
の
田
辺
屋
宗
助
（
和
歌
山
御
坊
六
軒
丁
の
指
物
箪
笥
職
人
）
や

直
川
屋
長
兵
衛
（
和
歌
山
本
町
の
質
屋
）
と
図
っ
て
、
そ
れ
を
模
刻
し
た
一
枚
刷
り
を
大
量
に
印
刷
し
、
大
坂･

京
都･

伊
勢

（
松
坂
で
は
地
元
書
肆
柏
屋
兵
助
が
新
規
に
上
梓
）
大
阪
か
ら
江
戸
ま
で
の
各
地
で
配
布
し
て
回
っ
た
。
そ
の
後
、
六
〇
年

、

『

』

、

後
の
丙
午
を
憂
慮
し
て

そ
の
趣
旨
を
版
本
に
編
集
し
て
天
明
六
年
に
京
都
で
上
梓
し
た
の
が

丙
午
さ
と
し
ば
な
し

で

初
版
本
は
京
都･

大
坂･

江
戸
で
各
一
〇
〇
冊
、
和
歌
山
で
二
〇
〇
冊
が
施
本
と
し
て
配
ら
れ
、
ほ
か
に
、
和
歌
山
本
町
の
丁

子
屋
安
兵
衛
も
五
〇
冊
を
印
施
し
た
と
い
う
。
後
に
、
そ
の
版
木
が
地
元
書
肆
綛
田
屋
に
譲
渡
さ
れ
、
当
初
の
遺
志
通
り
六

〇
年
後
の
弘
化
三
年
丙
午
に
再
刊
さ
れ
た
の
が
底
本
で
あ
る
。
内
容
は
、
あ
る
老
人
が
「
丙
午
の
諭
し
書
き
」
の
意
義
や
そ

の
普
及
に
奔
走
し
た
際
の
体
験
談
を
語
る
形
で
綴
ら
れ
て
お
り

「
丙
午
の
諭
し
書
き
」
が
民
間
ベ
ー
ス
で
普
及
し
て
い
く

、

状
況
を
記
し
た
一
種
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
書
巻
頭
の
某
神
社
奉
納
額
に
は
「
我
は
当
年
六
十
歳
に
し

て
、
か
ね
て
両
親
の
云
わ
れ
し
に
、
其
の
方
は
丙
午
の
年
、
別
し
て
丙
午
の
日
生
ま
れ
な
れ
ば
、
一
生
仕
合
わ
せ
悪
し
か
ら

ん
と
聞
く
。
然
る
に
、
子
も
男
女
二
人
有
り
て
、
妻
子
と
も
息
災
に
し
て
、
甚
だ
仕
合
わ
せ
よ
し
…
」
と
あ
り
、
丙
午
生
ま

れ
の
人
々
が
自
ら
を
証
明
役
と
し
て
地
域
社
会
に
丙
午
の
迷
信
を
払
拭
す
べ
く
活
動
し
て
い
っ
た
様
子
も
分
か
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。



（
そ
う
ぼ
う
き
げ
ん
）

草
茅
危
言

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
見
返
題･

序
題･

柱
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
中
本
五
巻
五
冊
。
天
地
一
八
五
㍉
。

書
型

［

］

中
井
竹
山
作･

序
。
富
岡
百
錬
（
銕
斎
）
校
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
漢
学
者
で
、
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
五
月
一

作
者

、

（

）

（

）

。

。

、

。

、

。

、

。

、

五
日
生

享
和
四
年

一
八
〇
四

二
月
五
日

二
日
と
も

没

七
五
歳

名

積
善

字

子
慶

通
称

善
太

号

竹
山･

竹
山
居
士･

同
関
子･

渫
翁･

雪
翁
。
諡
号
、
文
恵
先
生
。
漢
学
者
中
井
甃

庵
の
長
男
。
弟
、
履
軒
。
大
阪
生
れ
。
寛

し
ゅ
う
あ
ん

保
三
年
（
一
七
四
三
）
懐
徳
堂
助
教
五
井
蘭
洲
に
学
ぶ
。
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
父
の
死
に
よ
り
懐
徳
堂
預
人
と
な
り
、

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
三
宅
春
楼
が
没
し
、
そ
の
後
を
承
け
て
懐
徳
堂
四
世
学
主
と
な
る
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
火

災
で
焼
失
し
た
懐
徳
堂
の
再
建
に
努
め
、
同
八
年
、
再
建
を
果
た
し
、
翌
年
、
職
務
を
子
の
蕉
園
に
譲
り
隠
居
し
た
。
詩
文

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

を
能
く
し
、
混
沌
社
の
文
人
ら
と
も
親
交
を
持
っ
た
。

［

］
寛
政
元
年
冬
自
序
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
〇
月
刊

［
京
都
］
近
江
屋
佐
太
郎
ほ
か
板
。

年
代

。

［

］
天
明
八
年
六
月
、
大
老
就
任
間
も
な
い
松
平
定
信
が
大
坂
を
訪
れ
た
際
、
定
信
が
竹
山
に
諮
問
し
た
事
柄
な
ど
を
後
に
ま
と

内
容

め
て
献
上
し
た
経
世
論
の
書
（
第
一
巻
＝
天
明
八
年
～
第
五
巻
＝
寛
政
三
年
脱
稿

。
書
名
の
「
草
茅
危
言
」
は
民
間
の
立

）

場
か
ら
の
率
直
な
意
見
と
い
う
意
味
を
込
め
た
も
の
と
い
う
。
第
一
巻
は
「
王
室
之
事
」
以
下
一
五
章
、
第
二
巻
は
「
御
麾

下
之
事

以
下
一
二
章

第
三
巻
は

地
理
之
事

以
下
一
〇
章

第
四
巻
は

戸
口
之
事

以
下
一
〇
章

第
五
巻
は

米

」

、

「

」

、

「

」

、

「

相
場
之
事

以
下
一
七
章
で

全
六
四
章
を
収
録
す
る

こ
の
う
ち
育
児
関
連
記
事
が
第
二･

四･

五
巻
に
見
え

第
二
巻

学

」

、

。

、

「

校
之
事
」
で
は
「
学
校
ノ
衰
ヘ
ハ
世
ノ
衰
ル
基
」
と
位
置
づ
け
て
教
育
制
度
の
あ
り
方
を
説
き
、
第
四
巻
「
窮
民
ノ
事
」
で

は
間
引
き
や
人
身
売
買
に
対
す
る
意
見
を
、
ま
た
、
第
五
巻
「
捨
子
ノ
事
」
で
は
捨
て
子
対
策
案
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

［

］
第
二･

四･

五
巻
の
一
部
と
序
文･

刊
記
な
ど
を
抄
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻

『
日
本
経
済
叢
書
』
一
六
巻

『
日
本
経
済
大
典
』
二
三
巻

『
子
育
て
の
書
』
三
（
抄
録

【
影
印

『
草
茅
危

文
献

】

、

、

）
。

】

言

（
懷
徳
堂
記
念
会
編

。

』

）

（
た
わ
れ
ぐ
さ
）

多
波
礼
具
左

［

］
書
名
は
第
一
巻
外
題
に
よ
る
。
見
返
題
「
た
は
れ
ぐ
さ

。
首
題
「
芳
洲
先
生
た
は
れ
ぐ
さ

。
柱
題
「
芳
洲
先
生
集
著

。

異
称

」

」

」

［

］
大
本
三
巻
三
冊
。
天
地
二
六
二
㍉
。

書
型

［

］
雨

森
芳
洲
作･

序
。
室
鳩
巣
跋
。
作
者
は
江
戸
時
代
中
期
の
漢
学
者
で
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
五
月
一
七
日
生
、
宝
暦

作
者

あ
め
の
も
り

五
年
（
一
七
五
五
）
一
月
六
日
没
。
八
八
歳
。
本
姓
、
橘
。
名
、
俊
良･

誠
清
。
字
、
伯
陽
。
通
称
、
東
五
郎･

東
。
号
、
芳

の
ぶ
き
よ

洲･

尚
絅
斎･

聚
化
軒
。
医
者
雨
森
清
納
の
男
。
近
江
伊
香
郡
雨
森
の
人
。
少
年
時
、
医
を
志
す
が
、
の
ち
に
儒
に
転
じ
、
貞

享
元
年
（
一
六
八
四
）
東
下
、
木
下
順
庵
の
門
に
入
る
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
順
庵
の
推
挙
で
対
馬
藩
に
仕
官
し
、
朝

＊
『
国
書

鮮
語･

中
国
語
に
習
熟
。
同
六
年
、
対
馬
に
渡
り
、
以
降
、
六
代
の
藩
主
に
仕
え
、
外
交
や
教
育
面
に
尽
力
し
た
。

人
名
辞
典
』
参
照

［

］
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
九
月
刊

［
大
阪
］
高
橋
喜
助
ほ
か
板
。

年
代

。

［

］
和
漢
の
故
事
や
教
訓
な
ど
種
々
の
随
感
か
ら
な
る
随
筆
集
で
、
育
児
に
関
す
る
記
述
が
各
巻
に
散
見
さ
れ
る
。
ま
ず
、
上
巻

内
容

で
は
体
罰
に
関
す
る
逸
話
が
あ
る
。
子
供
を
毎
日
の
よ
う
に
折
檻
す
る
親
に
、
あ
る
人
が
「
御
自
身
の
若
い
時
は
、
何
事
も

御
両
親
の
仰
せ
の
通
り
だ
っ
た
か
」
と
尋
ね
る
と
、
そ
の
親
は
少
し
間
を
置
い
て
「
そ
う
で
は
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
。
そ

「

、

『

』

、

」

こ
で

だ
か
ら
こ
そ

諺
に

年
こ
そ
薬
な
れ

と
い
う
よ
う
に

成
長
と
と
も
に
息
子
も
弁
え
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う

と
戒
め
た

そ
し
て

子
供
を
側
に
招
い
て

他
人
の
親
で
さ
え

年
長
け
た
者
の
残
念
な
様
子
は
心
が
穏
や
か
で
な
い

と

。

、

「

、

（

知
っ
て
い
る
）
の
に
、
実
親
の
心
を
朝
夕
苦
し
め
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
の
は
不
思
議
な
こ
と
だ
」
と
諭
す
と
、
子
供

は
恥
じ
入
っ
て
言
葉
が
な
く
、
そ
の
後
は
親
子
睦
ま
じ
く
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
中
巻
で
は
、
丈
夫
な
幼
児
の
育
て
方
や
子

供
の
養
生
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。

［

］
各
巻
の
一
部
を
抄
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻

『
有
朋
堂
文
庫･

名
家
随
筆
集

『
日
本
随
筆
大
成
』
二
期
一
三
巻

『
子
育
て
の
書
』
二
（
抄
録

【
影
印
】
な

文
献

】

』
、

、

）
。

し
。



（
ど
う
も
う
じ
く
ん
）

童
蒙
示
訓

［

］
書
名
は
序
題･

首
題
に
よ
る
。

異
称

［

］
大
本
一
冊
。
天
地
二
六
四
㍉
。

書
型

［

］

大
底
杜
多
作･

序
。
高
橋
梵
仙
著
『
日
本
人
口
史
之
研
究
』
二
巻
（
九
四
頁
等
）
に
よ
る
と
、
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
僧

作
者

だ
い
だ
い

ず

だ

侶
（
曹
洞
宗
）
で
、
仙
台･

松
音
寺
住
職
。
僧
名
、
道
輝
。
道
号
、
大
底
。
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
生
、
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
一
二
月
二
三
日
没
。
四
七
歳
。
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
九
月
、
藩
主
の
命
に
よ
り
名
取
郡
西
多
賀
村
鈎
取
寺
よ

り
入
院
上
堂
。
在
住
中
庫
裡
の
再
建
に
努
め
、
寛
政
四
年
三
月
、
仙
台
新
寺
小
路
松
音
寺
第
二
三
世
と
な
る
。

［

］
寛
政
六
年
八
月
序･
書
。

年
代

［

］

「
戒
殺
訓

「
育
児
訓

「
孝
道
訓

「
制
驕
訓

「
行
忍
訓

「
慎
言
訓

「
行
実
訓
」
の
七
章
に
分
け
て
説
い
た
教
諭
書
。

内
容

」

」

」

」

」

」

か
い
せ
つ
く
ん

松
音
寺
は
仙
台
藩
の
命
に
よ
り
領
民
教
諭
の
拠
点
と
な
っ
た
が
、
童
蒙
の
教
訓
用
に
作
者
の
講
話
録
を
求
め
る
者
が
多
い
た

め
、
難
解
な
仏
語
（
仏
教
用
語
）
を
避
け
て
儒
教
の
「
論
孟
等
の
語
」
を
用
い
て
平
易
に
綴
っ
た
も
の
。
育
児
に
つ
い
て
は

ま
ず
「
戒
殺
訓
」
で
、
儒
仏
と
も
に
「
仁
慈
」
を
重
視
す
る
が
、
仁
慈
の
極
み
は
命
あ
る
物
を
救
う
こ
と
で
あ
る
、
し
か
し

な
が
ら
、
東
国
で
は
赤
子
を
間
引
く
者
が
多
く
、
甚
だ
し
い
場
合
は
間
引
き
が
常
習
化
し
て
い
て
恥
す
ら
感
じ
な
い
有
様
は

耐
え
難
い
と
歎
く
。
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
子
殺
し
は
禽
獣
以
下
の
所
業
で
、
そ
の
原
因
は
人
間
の
三
毒
（
貪･

瞋･

痴
）
に

由
来
し
、
そ
の
報
い
は
必
ず
や
っ
て
く
る
、
逆
に
、
子
殺
し
を
止
め
る
こ
と
は
「
天
下
よ
り
重
き
人
命
を
助
る
陰
徳
」
で
あ

、

。

「

」

、

、

り

天
の
恵
み
が
頂
け
る
で
あ
ろ
う
と
説
く

ま
た

育
児
訓

で
は

人
間
は
誰
も
が
善
な
る
性
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
も

そ
の
後
の
教
育
の
善
し
悪
し
で
賢
愚
の
大
き
な
違
い
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
胎
教
を
始
め
幼
時
か
ら
の
教
育
で
子
供
を
善
心

に
向
け
る
大
切
さ
を
強
調
す
る
。
そ
の
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
父
母
が
ま
ず
日
々
の
言
行
を
慎
む
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
結
果
、
子
供
は
自
然
と
「
父
母
の
方
正
を
畏
れ
て
慈
訓
に
服
す
る
」
よ
う
に
な
る
、
従
っ
て
、
親
は
「

過

て
改
る
に
憚

あ
や
ま
っ

る
こ
と
莫
れ
」
の
心
掛
け
が
大
切
で
あ
る
と
諭
す
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。

（
じ
ょ
く
ん
さ
ん
の
み
ち
）

女
訓
三
乃
道

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題
「
女
訓
三
の
道

。
柱
題･

尾
題
「
三
の
道

。

異
称

」

」

［

］
大
本
一
冊
。
天
地
二
六
二
㍉
。

書
型

［

］
中
村
弘
毅
作･

序
。
原
在
中･

森
川
保
之
画
。
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
漢
学
者
で
、
生
年
未
詳
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

作
者

二
月
四
日
没
。
八
三
歳
以
上
。
本
姓
、
源
。
名
、
弘
毅
。
字
、
士
卿･

士
郷
。
通
称
、
安
右
衛
門
。
号
、
梅
華･

新
斎
。
京
都

の
人
。
麩
屋
町･

高
倉
竹
屋
町･

二
条
堺
町
等
に
住
む
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
刊
『
父
子
訓

（
本
集
成
第
七
巻
所
収
）

』

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

の
作
者
で
も
あ
る
。

［

］
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
六
月
自
序
。
文
政
九
年
二
月
刊

［
京
都
］
吉
野
屋
仁
兵
衛
ほ
か
板
。

年
代

。

［

］
著
者
が
子
孫
の
た
め
に
書
き
綴
っ
た
教
訓
で

「
娘
の
道

「
婦
の
道

「
母
の
道
」
の
三
教
訓
の
後
に
、
婦
道
全
般
を
説
い

内
容

、

」

」

た
「
通
論
」
を
置
く

「
娘
の
道
」
で
は
男
女
の
別
、
手
習
い･

女
功
、
四
徳
、
廉
恥
、
貞
節
、
三
従
な
ど

「
婦
の
道
」
で

。

、

は
夫
婦
、
舅･

姑
へ
の
孝
養
、
内
助
、
倹
約
な
ど

「
母
の
道
」
で
は
胎
教
、
幼
児
教
育
に
つ
い
て
諭
す
。
ま
た
「
通
論
」

、

で
は
女
性
の
心
持
ち
や
、
言
葉
を
慎
む
こ
と
、
飲
酒
の
心
得
、
堪
忍
等
を
説
く

『
和
俗
童
子
訓
』
等
の
影
響
が
随
所
に
見

。

ら
れ
、
展
開
す
る
教
訓
も
当
代
一
般
の
も
の
で
あ
る
。
頭
書
に
は
「
孝
女

「
貞
婦

「
賢
母
」
の
テ
ー
マ
毎
に
和
漢
女
性

」

」

の
略
伝
（
薩
摩
の
福
依
売
以
下
二
四
人
）
を
掲
げ
る
。
育
児
に
つ
い
て
は

「
女
の
道
」
で
先
入
主
観
に
基
づ
く
早
期
教
育

、

ふ

く

よ

め

の
重
要
性
や
、
男
女
の
別
な
ど
七
歳
以
降
の
教
育
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
た

「
母
の
道
」
で
は
胎
教
や
女
子
教
育
の
重
要

、

性
を
説
き

「
古
人
も
父
の
子
を
教
る
は
母
に
一
倍
し
て
、
子
の
母
に
似
る
事
父
に
十
倍
す
」
と
い
う
言
葉
を
引
い
て
母
親

、

の
子
供
へ
の
影
響
力
や
、
夫
の
死
後
の
育
児
役
割
に
言
及
し
、
さ
ら
に
、
育
児
の
要
が
「

幼

よ
り
先
入
を
慎
み
、
教
訓
を

お
さ
な
き

厳
に
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
結
ぶ
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻
】
な
し

【
影
印

『
往
来
物
大
系
』
九
〇
巻

『
往
来
物
分
類
集
成
』
Ｒ
四
〇

『
往
来
物
分
類
集
成
Ⅱ
』
Ｒ
八･

一

文
献

。

】

、

、

三
。



（
ど
う
ゆ
た
か
ら
の
と
み
く
さ
）

童
喩
宝
富
草

［

］
書
名
は
外
題･

首
題･

尾
題
に
よ
る
。
柱
題
「
童
喩

。

異
称

」

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
二
九
㍉
。

書
型

［

］
福
田
陳
人
作
。
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
往
来
物
作
者
で
、
生
没
年
そ
の
他
未
詳
。

作
者

［

］
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
九
月
、
質
磨
道
人
序･

刊

［
？
］
著
者
蔵
板
か
。

年
代

。

［

］
諸
書
よ
り
童
蒙
向
け
の
諸
教
訓
を
集
め
た
教
訓
書
。
ま
ず
「
正
し
い
心
」
や
「
人
道
」
が
人
間
た
る
所
以
で
あ
り
、
親
や
師

内
容

の
恩
を
知
ら
な
い
我
が
侭
者
は
親
に
見
限
ら
れ
、
親
族･

朋
友･

下
僕
に
疎
ま
れ
、
願
い
事
も
叶
わ
ず
不
幸
に
な
る
と
述
べ
、

従
っ
て
、
幼
少
の
時
か
ら
第
一
に
「
親
に
素
直
に
従
う
こ
と

、
第
二
に
「
行
儀
を
学
ぶ
こ
と

、
第
三
に
「
算
筆
に
励
む

」

」

こ
と
」
の
三
カ
条
を
守
れ
と
諭
す
。
続
い
て

「
い
か
に
弟
子
た
ち
聞
給
へ
、
ろ
ん
ず
る
ま
で
に
お
よ
ば
ね
ど
、
は
や
く
も

、

が
て
ん
い
た
さ
れ
よ
…
」
で
始
ま
る
「
い
ろ
は
短
歌
」
の
全
文
や
諸
教
訓
を
引
い
て
幼
時
の
躾
を
教
え
、
ま
た
、
本
来
、
往

来
物
や
軍
書･

草
双
紙･

端
唄･
浄
瑠
璃･

芝
居
等
の
全
て
が
心
の
糧
に
な
る
が
「
下
根
才
劣
の
今
時
の
幼
童
」
は
そ
う
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
説
き
、
さ
ら
に
親
孝
行･

女
子
三
従･

育
児･

五
常
等
に
言
及
す
る
。
育
児
に
つ
い
て
は
、
三
七
頁
以
下
で

『
東
照
宮
御
消
息
（
家
康
公
御
文
章

（
本
集
成
一
一
巻
所
収
）
を
引
い
て
、
立
木
の
ま
ま
に
育
て
ず
、
我
が
侭
を
戒
め
、

）
』

窮
屈
に
育
て
る
幼
児
教
育
の
あ
り
方
を
述
べ

『
今
川

『
古
状

『
実
語
教

『
童
子
教
』
等
の
往
来
物
や
種
々
の
書
物
や

、

』

』

』

軍
書･

草
双
紙
、
歌･

浄
瑠
璃
の
文
句
、
芝
居
の
狂
言
に
至
る
ま
で
全
て
勧
善
懲
悪
の
契
機
と
せ
よ
と
諭
す
。
ま
た
、
成
人
後

の
育
児
で
は
「
己
が
子
を
己
が
心
の
ま
ゝ
に
い
た
す
は
親
た
る
人
の
誤
り
」
と
指
摘
し
、
あ
く
ま
で
も
先
祖
か
ら
の
家
名
や

お
の

血
筋
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
親
自
身
が
親
孝
行
を
心
掛
け
、
子
供
を
厳
し
く
育
て
よ
と
教
え
る
。
我
が
子
を
悪
く
育
て
る
こ

と
は
先
祖
の
名
を
汚
す
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
不
孝
の
罪
は
「
親
に
七
分
、
子
に
三
分
」
で
あ
る
、
そ
の
た
め
に
甘
や

か
さ
ず
に
厳
し
く
教
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
親
が
感
情
の
ま
ま
に
子
供
に
体
罰
を
加
え
る
こ
と
は
道
の
厳
し
き
異
見
に

は
な
ら
ず
、
幼
時
よ
り
間
違
っ
た
癖
を
付
け
さ
せ
る
結
果
と
な
る
と
戒
め
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印

『
往
来
物
分
類
集
成
』
Ｒ
三
一
。

文
献

。

】

（
と
く
き
ょ
う
へ
ん
）

徳
教
篇

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題･

序
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
三
九
㍉
。

書
型

［

］
児
玉
南
柯
作･

序

作
者
は
江
戸
時
代
中･

後
期
の
漢
学
者
で

延
享
三
年

一
七
四
六

一
一
月
四
日
生

文
政
一
三
年

一

作
者

。

、

（

）

、

（

八
三
〇
）
一
月
四
日
没
。
八
五
歳
。
初
め
、
豊
島
氏
。
名
、
琮
。
字
、
玉
卿
。
通
称
、
宗
吾
。
号
、
南
柯
（
南
珂

。
豊
島

）

俊
暠
の
長
男
。
岩
槻
藩
士
児
玉
親
繁
の
養
子
。
甲
府
生
れ
。
九
歳
で
江
戸
に
移
り
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
武
州
岩
槻
に

行
き
児
玉
氏
の
養
子
と
な
る
。
同
一
一
年
、
岩
槻
藩
に
出
仕
。
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
江
戸
詰
と
な
り
、
昌
平
黌
に
入
り

林
鳳
谷
に
師
事
。
藩
主
大
岡
忠
喜
以
下
五
代
に
わ
た
っ
て
儒
を
講
じ
、
の
ち
侍
読
と
な
り
、
藩
校
遷
喬
館
の
創
設
に
尽
し
、

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

教
授
と
し
て
子
弟
の
教
育
に
当
る
。

［

］
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
一
〇
月
序･

刊

［
岩
槻
］
著
者
蔵
板
。

年
代

。

［

］
南
柯
が
岩
槻
藩
領
民
の
童
蒙
教
化
の
た
め
に
著
し
た
教
訓
書
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
あ
る
日
の
侍
読
の
際
、
藩
主
に
本
書
を
披

内
容

露
し
た
と
こ
ろ
、
後
日

「
此
篇
は
好
書
な
り
。
板
に
ち
り
ば
め
て
領
内
の
民
に
施
し
な
ば
、
孝
道
を
教
る
ひ
と
つ
の
た
す

、

け
と
も
な
り
ぬ
べ
し
。
さ
れ
ど
も
今
す
こ
し
や
は
ら
げ
て
、
書
を
よ
む
い
と
ま
な
き
も
の
ゝ
耳
に
入
り
や
す
か
ら
し
め
ば
、

い
か
に
ぞ
や
」
と
の
仰
せ
を
頂
き
、
そ
の
通
り
に
改
訂
を
施
し
上
梓
し
た
。
内
容
は
和
漢
諸
書
に
基
づ
い
て
孝
道
を
述
べ
た

も
の
で
育
児
書
で
は
な
い
が
、
跋
文
で
「
右
は
、
を
の
れ
前
に
随
筆
せ
し
物
の
う
ち
よ
り
、
孝
に
か
ゝ
れ
る
を
の
み
ゑ
り
出

て
し
る
せ
り
。
か
く
の
み
い
ひ
て
は
、
父
母
た
る
も
の
は
、
子
に
対
し
、
い
か
に
我
ま
ゝ
に
て
も
よ
き
と
い
ふ
や
う
に
聞
ゆ

れ
ど
、
父
母
に
は
父
母
の
道
あ
り
。
…
父
母
ゆ
が
み
く
ね
り
て
子
に
む
つ
か
し
き
行
ひ
を
な
さ
し
め
て
、
孝
子
の
名
を
あ
げ

さ
す
る
は
、
父
母
に
お
ゐ
て
は
恥
辱
と
す
べ
し
。
…
父
た
る
の
道
を
お
さ
め
、
を
の
れ
が
私
に
勝
て
、
短
慮
を
押
へ
、
疎
忽

そ

こ

つ

の
詞
を
子
に
対
し
て
も
出
さ
ぬ
や
う
に
心
が
く
べ
し
…
」
と
親
の
心
得
を
縷
々
述
べ
て
い
る
。

［

］
稀
書
の
た
め
全
冊
を
収
録
。
な
お
、
本
書
の
版
木
は
さ
い
た
ま
市
指
定
有
形
文
化
財
と
し
て
、
南
柯
の
墓
所
で
あ
る
浄
安
寺

備
考

（
岩
槻
区
本
町
）
に
南
柯
の
遺
品
の
数
々
と
と
も
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻

『
徳
教
篇
、
附
忠
光
公
御
公
状
記

（
関
根
幸
之
亟
注

【
影
印
】
な
し
。

文
献

】

』

）
。



（
ろ
ん
ふ
ど
う
し
ょ
）

論
婦
道
書

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
大
本
一
冊
。
天
地
二
四
一
㍉
。

書
型

［

］

落
合
東
堤
作
。
作
者
は
江
戸
時
代
中･

後
期
の
漢
学
者
で
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
一
月
一
日
生
、
天
保
一
二
年
（
一
八

作
者

四
一
）
八
月
一
五
日
没
。
九
三
歳
。
名
、
直
養
。
字
、
季
剛
。
号
、
東
堤･

守
拙
亭
。
羽
後
平
鹿
郡
角
間
川
の
人
。
中
山
菁

莪
に
学
ぶ
。
秋
田
藩
校
の
教
授
に
招
か
れ
た
が
固
辞
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
私
塾
守
拙
亭
を
開
い
て
子
弟
を
教
育
し
、

た
び
た
び
藩
主
に
賞
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
平
沢
久
敬
に
従
っ
て
医
を
修
め
、
稲
の
品
種
改
良
に
当
り
、
角
間
川
聖
人
と
称
さ

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

れ
た
。
俳
諧･

和
歌
を
能
く
し
た
。

［

］
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
一
〇
月
作
。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
七
月
書
。

年
代

［

］

私
塾
「
守
拙
亭
」
で
子
弟
教
育
に
尽
力
し
た
秋
田
の
漢
学
者･

落
合
東
堤
が
石
橋
貞
克
の
求
め
に
応
じ
て
表
し
た
女
子
教
訓

内
容

書
。
和
漢
の
故
事
を
引
き
な
が
ら
、
婦
道
の
大
義
、
五
倫
の
道
、
従
順･

貞
、
父
母
の
孝
養
な
ど
を
説
き
、
男
女･

貴
賤
に
よ

ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
大
義･

大
筋
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
ま
た

『
源
氏
物
語
』
は
寓
言
な
る
も
「
好
色

、

文
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
好
む
と
き
は
「
人
道
を
取
失
ふ
て
鳥
獣
の
道
に
踏
込
む
」
こ
と
に
な
る
と
厳
し
く
戒
め
、
女
子
の

学
問
は
『
伊
勢

『
源
氏
』
で
は
な
く

『
司
馬
温
公
家
訓

『
孝
経

『
論
語

『
列
女
誡
』
の
類
に
学
ぶ
べ
き
と
諭
す
。
そ

』

、

』

』

』

し
て

「
先
入
主
と
な
る
」
譬
え
の
よ
う
に
、
幼
時
か
ら
の
正
し
い
教
育
や
厳
し
い
躾
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
る
。
以
上
の

、

ほ
か
、
育
児
に
つ
い
て
は

「
幼
成
は
天
性
の
如
く
、
習
慣
は
自
然
の
如
し
」
や
「
倣
ふ
よ
り
な
れ
よ
」
の
語
を
引
い
て
幼

、

時
か
ら
の
良
い
習
慣
の
大
切
さ
を
詳
述
し
、
そ
の
た
め
に
は
親
が
子
供
の
模
範
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
万
事
に
つ
け
慎
む
べ

き
と
教
え
る
。
ま
た
、
母
は
自
ら
の
手
で
子
供
を
育
て
慈
愛
の
心
が
よ
り
深
い
た
め
、
子
供
の
過
ち
を
父
に
隠
し
て
し
ま
い

が
ち
だ
が
、
こ
れ
は
子
供
に
と
っ
て
は
良
く
な
い
た
め
、
母
が
眼
前
の
愛
に
溺
れ
て
深
い
慮
り
が
な
い
場
合
に
は
父
が
指
導

せ
よ
と
注
意
を
促
す
ほ
か

「

姥

な
ら
し
子
」
な
ど
育
児
に
お
け
る
女
性
の
甘
や
か
し
を
戒
め
る
。

、
お
ば
ば

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。

（
に
ん
し
ん
こ
こ
ろ
え
き
）

姙
娠
心
得
記

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。

異
称

［

］
小
本
一
冊
。
天
地
一
五
八
㍉
。

書
型

［

］
松
寿
軒
作･

序
。
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
大
坂
の
篤
志
家
で
、
生
没
年
そ
の
他
未
詳
。

作
者

［

］
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
四
月
刊

［
大
阪
］
著
者
蔵
板
（
施
印

。

年
代

。

）

［

］

妊
娠･

出
産
に
関
す
る
心
を
綴
っ
た
小
冊
子
で
、
篤
志
家
で
あ
る
作
者
が
自
費
出
版
し
無
料
配
布
し
た
施
印
本
。
ま
ず
、
胎

内
容

内
十
月
の
変
化
や
そ
の
時
々
の
注
意
に
つ
い
て
述
べ
、
胎
教
な
ど
妊
娠
中
の
心
身
の
養
生
や
心
持
ち
を
説
く
。
産
前･

産
後

の
薬
方
や
養
生
の
ほ
か
、
荒
唐
無
稽
な
迷
信
や
呪
い
な
ど
も
散
見
さ
れ
る
。
胎
教
で
は
「
姙
娠
は
腹
を
立
、
亦
は
な
き
、
或

は
気
に
あ
た
る
こ
と
を
思
ひ
つ
め
、
か
ん
（
癇
）
癪
強
き
人
の
子
は
、
母
の
気
血
を
う
け
る
ゆ
へ
に
、
生
る
ゝ
児
、
短
慮･

我
ま
ゝ
な
る
べ
し
」
の
よ
う
に
ご
く
一
般
的
な
心
得
が
多
い
が
、
そ
の
中
で
、
妊
娠
中
の
読
書
に
つ
い
て
「
姙
娠
中
は
『
女

大
学
』
体

『
智
恵
鑑
』
等
の
本
を
御
よ
み
、
つ
ゝ
し
み
専
一
也
。
且
亦
、
夫
も
是
に
同

『
孝
経

『
四
書
』
其
外
、
童
子

、

。

』

て
い

往
来
御
よ
み
あ
る
べ
し
」
と
夫
婦
揃
っ
て
良
書
の
読
書
を
推
奨
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら

「
母
の
心
得
あ

、

し
く
、
無
理･

非
道
に
し
て
堪
忍
な
け
れ
ば
、
其
子
亦
無
理･

非
道
に
し
て
、
其
親
の
名
の
み
に
あ
ら
ず
、
先
祖
の
名
ま
で
け

が
す
ほ
ど
の
子
、
生
れ
来
て
、
生
長
の
後
、
親
泣
く
ら
す
人
、
世
に
多
し
。
諺
に
『
人
は
氏
よ
り

育

』
と
い
ふ
は
、
生
れ

せ
い
じ
ん

な
き

そ
だ
ち

、

。

、

、

」

、

。

て
よ
り
後
の

育

心
得
た
る
人
多
し

全
く

胎
内
の
育

本
な
る
べ
し

と

惣
じ
て
母
親
中
心
の
心
得
に
終
始
す
る

そ
だ
ち

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。



（
お
ん
な
し
き
も
く
か
が
み
ぐ
さ
）

女
式
目
鏡
草

［

］
書
名
は
題
簽
題
「

女
式
目
鏡
草
」
に
よ
る
。
首
題･

柱
題･

尾
題
「
女
式
目

。

異
称

〈
嘉
永
新
刻
〉

」

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
二
七
㍉
。

書
型

［

］
高
井
蘭
山
作･

序

島
英
琳
画

作
者
は
江
戸
時
代
中･

後
期
の
戯
作
者
で

宝
暦
一
二
年

一
七
六
二

生

天
保
九
年

一

作
者

。

。

、

（

）

、

（

八
三
八
）
一
二
月
二
三
日
没
。
七
七
歳
。
名
、
伴
寛
。
字
、
思
明
（
子
明

。
通
称
、
文
左
衛
門
。
号
、
蘭
山･

三
遷･

哂
我

）

し

ん

が

。

。

。

･

宝
雪
庵

江
戸
芝
伊
皿
子
組
屋
敷
の
与
力

漢
籍･

往
来
物･

女
教
訓
書･

字
書
等
を
童
蒙
向
け
に
俗
解
し
た
書
を
多
数
著
す

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

読
本
作
者
と
し
て
も
曲
亭
馬
琴
の
後
を
う
け

『
新
編
水
滸
画
伝
』
二
編
以
下
を
翻
訳
し
た
。

、

［

］
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
四
月
自
序
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
二
月
刊

［
江
戸
］
森
屋
治
兵
衛
板
。

年
代

。

［

］
『
御
成
敗
式
目
』
の
書
名
と
形
式
に
似
せ
て
「
女
性
生
涯
の
心
得
」
を
記
し
た
往
来
。
冒
頭
に
、
貴
賤
の
別
な
く
全
て
の
日

内
容

本
人
が
諸
神
の
子
孫
で
あ
る
こ
と

由
緒
正
し
き
神
々
を
厚
く
祀
る
べ
き
こ
と
を
述
べ

以
下
条
々
の
形
式
で

第
一
条

盆

、

、

、

「

･

歳
暮
そ
の
他
菩
提
所
へ
の
布
施

、
第
二
条
「
若
い
女
性
の
宮
寺
参
り
へ
の
戒
め

、
第
三
条
「
父
母･

舅
姑
へ
の
孝
養

、

」

」

」

第
四
条
「
身
体
を
傷
つ
け
な
い
こ
と

、
第
五
条
「
士
庶
の
妻
の
仕
え
方

、
第
六
条
「
音
曲
等
の
稽
古
の
心
得

、
第
七
条

」

」

」

「
不
義
密
通
の
厳
禁

、
第
八
条
「
密
通
の
罪

、
第
九
条
「
家
事
の
取
り
締
ま
り

、
第
一
〇
条
「
近
所
付
き
合
い

、
第

」

」

」

」

一
一
条
「
嫉
妬

、
第
一
二
条
「
他
人
の
私
信
を
見
な
い
こ
と

、
第
一
三
条
「
密
通
そ
の
他
悪
事
に
関
わ
ら
な
い
こ
と

、

」

」

」

第
一
四
条
「
再
嫁
の
戒
め

、
第
一
五
条
「
嫁
の
選
び
方

、
第
一
六
条
「
三
親･

三
族･

九
族
と
服
忌･

再
縁
等

、
第
一
七

」

」

」

条
「
子
育
て･

教
育

、
第
一
八
条
「
農
工
商
の
子
弟
教
育
」
の
一
八
カ
条
と
、
祖
父･

祖
母
と
孫
の
関
係
、
行
儀
作
法
、
草

」

双
紙
の
害
、
日
本
人
と
し
て
の
教
養
な
ど
を
諭
し
た
後
文
か
ら
成
る
。
こ
の
う
ち
育
児
に
つ
い
て
は
、
第
一
七
条
で
父
に
よ

る
男
児
教
育
と
母
に
よ
る
女
児
教
育
、
第
一
八
条
で
農
家･

商
家
の
家
業
教
育
や
礼
法
教
育
に
つ
い
て
述
べ
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻
】
な
し

【
影
印

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
三
九
巻

『
往
来
物
分
類
集
成
』
Ｒ
四
一

『
往
来
物
分
類
集
成
Ⅱ
』

文
献

。

】

、

、

Ｒ
八
。

（
じ
ん
じ
ゅ
つ
か
ん
じ
ん
し
ょ
う
）

仁
術
歓
心
抄

［

］
書
名
は
外
題･

序
題
に
よ
る
。
首
題
「
歓
心
抄

。

異
称

」

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
二
六
㍉
。

書
型

［

］
辻
慶
儀
作･

序
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
刊
『
立
身
虎
之
巻
』
等
に
よ
れ
ば
、
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
京
都
の
豪
商
。

作
者

宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
生
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
頃
没
。
約
八
三
歳
。
名
、
慶
儀
。
通
称
、
忠
郎
兵
衛
。
幼
い
頃

か
ら
京
都
の
富
商
下
村
家
の
一
流
井
上
家
に
奉
公
し
、
正
直･

正
路
の
商
い
に
徹
し
て
、
後
に
京
都
で
太
物
問
屋
を
開
業
。

子
息･

小
者
に
至
る
ま
で
節
倹･

恭
慎
の
家
風
で
一
家
一
身
の
如
く
精
勉
し
て
大
い
に
成
功
し
、
巨
万
の
富
を
築
い
た
。
晩
年

は
幼
童
庭
訓
の
書
を
多
く
著
し
た
（
最
後
の
著
作
が
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
刊
『
教
訓
い
ろ
は
歌

。
』
）

［

］
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
二
月
作
・
刊

［
京
都
］
著
者
蔵
板
（
施
印

。

年
代

。

）

［

］
『
孝
経
』
孝
治
章
第
九
の
「
人
の
歓
心
を
得
て
以
て
其
の
親
に
仕
ふ
（
家
内
一
同
か
ら
心
服
さ
れ
立
派
な
主
人
で
あ
る
と
歓

内
容

ば
れ
、
親
に
仕
え
る

」
に
言
う
「
歓
心
」
こ
そ
が
仁
術
の
眼
目
と
悟
っ
た
作
者
が
歓
心
を
得
る
方
法
を
諭
し
た
教
訓
書
。

）

著
者
七
二
歳
の
著
述
。
冒
頭
で
太
郎
兵
衛･

清
兵
衛･

徳
兵
衛
三
人
の
会
話
か
ら
書
き
始
め
、
商
売
の
不
振
を
不
運
の
せ
い
に

す
る
太
郎
兵
衛
や
、
神
仏
祈
願
に
頼
る
治
郎
兵
衛
に
対
し
て
、
徳
兵
衛
が
あ
る
老
人
か
ら
伝
授
さ
れ
た
歓
心
の
術
を
披
瀝
す

る
と
い
う
形
式
で
、
主
人･

父
母･

子･

兄
弟･

夫
婦･

舅
姑･

嫁･

奉
公
人･

郷
党･

得
意
方･

買
元
職
方
の
歓
心
の
術
を
説
く
。
育

児
に
つ
い
て
は

「
子
の
歓
心
を
得
る
条
」
で
育
児
は
草
木
の
養
育
と
同
じ
で
、
六
歳
か
ら
始
め

「
父
子
の
間
は
善
を
改

、

、

め
ず
」
と
言
う
よ
う
に
「
親
よ
り
子
へ
直
に
強
く
せ
む
る
事
」
は
斟
酌
が
必
要
で

「
学
風
の
善
師
」
に
付
け
る
の
が
望
ま

、

す
ぐ

よ

き

し

し
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
子
供
を
善
導
す
る
に
は
「
第
一
、
奢
を
い
ま
し
め
、
先
祖
を
祭
る
事
を
見
習
ら
は
せ
、
家
の
規
矩
を

み

な

守
ら
せ
、
家
業
を
も
つ
ぱ
ら
に
勤
さ
せ
」
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
説
く

『
小
学
』
の
年
代
別
教
育
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る

。

が

「
今
の
時
節
」
に
ふ
さ
わ
し
い
年
齢
に
置
き
換
え
て
述
べ
て
い
る
。

、

［

］
全
冊
を
収
録
。
な
お
、
前
述
『
立
身
虎
之
巻
』
は
、
慶
儀
の
著
作
四
点
（

教
訓
い
ろ
は
歌

『
養
生
目
の
子
算

『
仁
術
歓

備
考

『

』

』

心
抄

『
四
徳
配
当
抄
（
本
集
成
九
巻
所
収

）
を
ま
と
め
て
再
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。

』

）
』

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。



（
ご
り
ん
く
ん
）

五
倫
訓

［

］
書
名
は
外
題
・
柱
題
に
よ
る
。
首
題
・
題
簽
題･

見
返
題
・
序
題
「

五
倫
訓

。
跋
題
「
礼
学
五
倫
童
蒙
訓

。

異
称

〈
礼
学
大
全
〉

」

」

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
三
四
㍉
。

書
型

［

］

大
館
天
涯
作･

序
。
鷦
鷯
昌
（
大
郷
）
校･

序
。
作
者
は
江
戸
時
代
中･

後
期
の
故
実
家
で
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
生
、

作
者

さ

さ

き

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
四
月
二
三
日
没
。
八
三
歳
。
名
、
教
美･

氏
貞･

氏
晴
。
通
称
、
中
務･

主
水･

礼
三･

謙
堂
。
号
、

天
涯･

明
礼
堂･

不
知
仝
斎･

好
問
斎
。
近
江
彦
根
の
人
。
諸
礼
に
通
じ
た
。
天
保
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
年
中
に
伊
予
国
に

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

下
り
、
家
祖
伊
予
守
氏
明
の
古
城
跡
を
訪
れ
、
碑
を
建
立
し
た
。

［

］

天
保
六
年
一
一
月
自
序
。
同
年
一
二
月
、
鷦
鷯
昌
序
。
天
保
七
年
一
月
神
埼
廉
（
神
崎
小
魯･

朴
斎

、
序
。
同
年
五
月
、

年
代

）

児
島
信
跋･

刊

［
京
都
］
明
礼
堂
（
著
者
）
蔵
板
。

。

［

］
修
身
斉
家
の
要
諦
と
し
て
礼
学
（
礼
儀･

威
儀
兼
備
の
礼
法
）
と
五
倫
を
諭
し
た
教
訓
書
で

「
礼
学
発
端

「
五
倫
発
端
」

内
容

、

」

お
よ
び
「
父
子
之
親

「
君
臣
之
義

「
夫
婦
之
別

「
長
幼
之
序

「
朋
友
之
信
」
の
七
章
か
ら
成
る
。
巻
末
附
録
「
礼
学

」

」

」

」

童
蒙
必
用
」
は
、
二
歳
か
ら
の
礼
法
教
育
と
朱
文
公
の
『
童
蒙
須
知
』
を
敷
衍
し
た
教
訓
で

「
発
端

「
子
育

「
衣
服
」

、

」

」

「
言
語

「
歩
行

「
掃
除
払
拭

「
素
読
手
習

「
雑
事
」
の
八
章
に
分
け
て
述
べ
る
。
こ
の
う
ち
「
礼
学
童
蒙
必
用
」
で

」

」

」

」

は
挨
拶
（
御
礼
）
を
基
本
に
据
え
た
育
児
を
二
歳
か
ら
始
め
よ
と
説
く
。
言
葉
が
話
せ
な
い
幼
児
な
ら
、
母
親
が
抱
き
な
が

ら
一
緒
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
れ
ば
良
い
。
同
様
に
、
三
歳
以
後
も
日
常
生
活
に
お
け
る
挨
拶
を
重
視
し
、
以
後
の
礼
法
教

育
を
縷
々
述
べ
、
八
歳
に
な
っ
た
ら
「
礼
儀･
威
儀
兼
備
の
礼
学
を
男
子･

女
子
に
限
ら
ず
、
そ
の
親
々
が
師
と
な
り
て
怠
り

な
く
教
え
よ
。
も
し
親
々
が
多
忙
な
ら
師
を
選
ん
で
教
え
よ
。
た
だ
し
、
昨
今
流
布
す
る
和
礼
家
の
諸
礼
躾
方
の
故
実
は
必

要
な
い
」
と
説
く
。
こ
の
ほ
か
、
本
文
の
「
父
子
之
親
」
や
「
朋
友
之
信
」
に
も
育
児
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印

『
近
世
礼
法
書
集
成
』
一
〇
巻
（

礼
学
童
蒙
必
用
」
の
み
収
録

。

文
献

。

】

「

）

（
こ
ど
も
そ
だ
つ
る
お
し
え
ぐ
さ
）

子
供
そ
だ
つ
る
教
へ
草

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。

異
称

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
三
九
㍉
。

書
型

［

］
作
者
不
明
。

作
者

［

］
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
八
月
刊

［
？
］
子
育
地
蔵
堂
祈
願
所
蔵
（
施
印
）
板
。

年
代

。

［

］
巻
頭
に
子
返
し
す
る
女
性
の
図
を
掲
げ
、
間
引
き
等
の
子
殺
し
の
罪
を
戒
め
る
教
訓
文
を
付
し
た
小
冊
子

「
夫
、
万
物
の

内
容

。
そ
れ

ば
ん
も
つ

性
は
天
地
自
然
の
理
に
し
て
、
陰
陽
和
合
の
た
へ
な
る
こ
と
に
て
、
人
の
生
る
ゝ
も
又
同
じ
道
理
な
り
。
か
な
ら
ず
わ
た
く

し
の
こ
と
に
あ
ら
ず
…
」
と
筆
を
起
こ
し
、
ま
ず
、
人
の
誕
生
が
人
為
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
、
続
い
て
、
近
年
の
悪
習
と

し
て
貧
富
に
関
わ
ら
ず
子
供
が
「
身
代
（
財
産
）
の
か
せ
（
枷

」
と
な
る
と
の
理
由
で
堕
胎
や
間
引
き
を
平
気
で
す
る
親

）

の
外
道
ぶ
り
を
批
判
し
、
そ
の
免
れ
難
い
罪
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、
子
供
が
身
代
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
道
理
を
里
芋･

生

姜
の
喩
え
に
よ
っ
て
諭
し

「
子
供
が
多
く
て
も
其
子
が
銘
々
に
福
分
を
も
ち
て
生
る
ゝ
ゆ
ゑ
に
親
の
か
せ
に
は
な
ら
ぬ
こ

、

と
な
り
」
と
説
き
、
逆
に
、
子
返
し
を
す
れ
ば
そ
の
子
の
怨
み
に
よ
っ
て
災
難
や
損
失
が
生
ず
る
と
戒
め
る
。
ま
た
、
子
沢

山
は
家
繁
昌･

子
孫
永
続
の
基
で
あ
り
、
多
く
の
子
供
の
中
に
は
良
い
子
や
孝
行
な
子
も
出
て
、
楽
隠
居
の
身
分
に
な
る
者

も
多
い
の
で
、
た
と
え
子
供
で
難
儀
し
て
も
「
天
か
ら
の
授
か
り
も
の
」
と
心
得
て
育
児
に
あ
た
る
の
が
親
心
で
あ
る
と
教

え
る
。
子
殺
し
は
鳥
獣
に
も
劣
る
行
為
で
あ
り
、
も
し
、
こ
れ
ま
で
に
子
返
し
を
し
た
経
験
の
あ
る
者
は
、
天
理
に
背
い
た

大
き
な
罪
を
自
覚
し
、
水
子
供
養
を
十
分
に
行
い
、
我
が
身
や
子
孫
に
報
い
や
祟
り
の
な
い
よ
う
に
朝
夕
祈
念
せ
よ
と
述
べ

て
締
め
括
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。
表
紙
（
里
芋･

生
姜
の
図
）
お
よ
び
冒
頭
部
の
子
返
し
図
は
色
刷
り
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。



（
し
ゅ
じ
ゅ
う
こ
こ
ろ
え
ぐ
さ
）

主
従
心
得
草
［
後
編
］

［

］
書
名
は
外
題･

首
題
に
よ
る
。
題
簽
題･

尾
題
「
主
従
心
得
草
後
編
（
篇

。
柱
題
「
主
従
心
得
二
編

。

異
称

）
」

」

［

］
半
紙
本
二
巻
二
冊
（
後
編

。
天
地
二
二
七
㍉
。

書
型

）

［

］

寿
福
軒
真
鏡
作･

序
。
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
道
学
者
で
、
生
没
年
未
詳
。
号
、
寿
福
軒･

真
鏡･

安
楽
精
舎
。
江
戸
下
谷

作
者

金
杉
の
人
。

［

］
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
四
月
自
序
。
同
一
四
年
七
月
刊

［
江
戸
］
和
泉
屋
仁
三
郎
ほ
か
板
。

年
代

。

［

］
上
巻
自
序
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
「
奉
公
人
の
有
増
」
を
記
し
た
教
訓
書
で
、
第
一
八
丁
ま
で
は
『
年
季
奉
公
御
仕
着
噺
』
に

内
容

あ
ら
ま
し

取
材
し
た
も
の
と
い
う
。
上
巻
に
は
「
幼
少
の
時
奉
公
に
出
る
に
三
ツ
つ
の
品
あ
る
事
」
以
下
一
九
章
を
収
録
し
、
こ
の
う

い
ず

ち
、
第
三
七
丁
（
二
八
七
頁
）
以
下
の
「
一
切
の
奉
公
人
衆
遠
方
の
東
都
へ
何
し
に
来
た
と
い
ふ
事

「
八
瀬
大
原
等
の
乳

」

え

ど

呑
子
育
て
や
う
の
事

「
親
は
子
の
悪
を
し
ら
ぬ
事
、
司
馬
温
公
家
訓
の
事
」
等
に
育
児
関
連
の
記
述
が
あ
る
。
ま
ず

「
子

」

、

供
の
気
随･

我
侭
な
る
は
、
親
が
愛
に
お
ぼ
れ
て
子
を
教
へ
ざ
る
の
あ
や
ま
り
也
」
と
親
の
心
得
違
い
を
指
摘
し
、
作
者
が

見
聞
き
し
た
事
例
を
引
き
な
が
ら

「
赤
子
で
す
ら
幼
時
か
ら
の
習
わ
し
で
い
か
よ
う
に
も
仕
付
け
ら
れ
る
の
に
、
五
、
六

、

歳
以
上
の
子
供
に
躾
が
出
来
な
い
の
は
親
が
甘
い
か
ら
だ

と
断
言
す
る

ま
た

育
児
は
身
分
よ
り
も
下
に
育
て
る
の
が
骨

」

。

、

こ
つ

で
、
子
供
に
は
決
し
て
奢
り
を
教
え
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
五
、
六
歳
か
ら
一
二
、
三
歳
ま
で
に
し
っ
か
り
教
育
せ
よ
と
教

え
る
。
そ
の
ほ
か
、
子
供
の
養
生
を
保
つ
「
三
分
の
飢
寒

、
我
が
子
の
悪
を
知
ら
ぬ
愚
か
な
親
、
父
母
や
師
に
よ
る
厳
格

」

な
躾
や
教
育
等
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。

［

］
後
編
上
巻
の
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。

（
へ
い
ご
め
い
べ
ん
）

丙
午
明
辨

［

］
書
名
は
外
題･

序
題･

首
題
に
よ
る
。
題
簽
題
「

丙
午
明
辨

。

異
称

〈
蓋
徹
惑
論
〉

」

［

］
中
本
一
冊
。
天
地
一
八
一
㍉
。

書
型

［

］
池
田
義
信
（
渓
斎
英
泉
）
作･

序
。
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
絵
師･

戯
作
者
で
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
生
、
嘉
永
元
年

作
者

（
一
八
四
八
）
七
月
二
二
日
没
。
五
八
歳
。
初
め
、
松
本
氏
、
の
ち
池
田
氏
。
名
、
義
信･

茂
義
。
通
称
、
善
次
郎･

里
介
。

号
、
渓
斎･

英
泉･

小
泉･

一
筆
庵･

国
春
楼･

北
亭･

楓
川
市
隠･

千
代
田
才
一･

淫
乱
斎･

白
水
な
ど
。
幼
時
、
狩
野
白
珪
斎
か

ら
絵
を
習
得
し
、
一
時
仕
官
し
た
が
、
の
ち
歌
舞
伎
作
者
篠
田
金
治
に
入
門
し
た
。
さ
ら
に
浮
世
絵
師
を
志
し
て
菊
川
英
山

の
父
英
二
宅
に
寄
寓

画
業
に
従
事
し

合
巻･

読
本
な
ど
の
挿
絵
や
錦
絵
を
描
き

流
行
絵
師
と
な
る

文
政
一
二
年

一

、

、

、

。

（

八
二
九
）
よ
り
根
津
で
妓
楼
を
経
営
。
為
永
春
水･

曲
亭
馬
琴
ら
と
も
交
遊
を
持
ち
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
以
後
は

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

文
筆
活
動
を
主
と
し
た
。

［

］
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
七
月
作
。
同
年
同
月
、
千
島
竹
渓
序･

刊

［
江
戸
］
丁
子
屋
平
兵
衛
板
。

年
代

。

［

］
弘
化
三
年
丙
午
を
目
前
に
、
丙
午
の
俗
説
を
否
定
し
迷
信
に
と
ら
わ
れ
る
愚
か
さ
を
説
い
た
簡
易
な
啓
蒙
書
。
ま
ず
、
丙
午

内
容

生
ま
れ
の
男
子
は
成
人
し
て
か
ら
運
勢
が
悪
く
、
丙
午
生
ま
れ
の
女
子
は
嫁
い
で
か
ら
夫
を
害
す
る
と
い
う
迷
信
が
あ
ま
ね

く
流
布
し
て
お
り
、
そ
の
真
偽
や
事
実
を
弁
え
ず
に
丙
午
を
恐
れ
る
愚
か
さ
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
享
保
一
一
年
や
天
明
六

年
の
丙
午
に
妊
娠
し
た
婦
人
が
、
他
人
の
嘲
り
を
恥
じ
て
流
子
薬
を
服
用
し
て
死
去
し
た
り
、
誕
生
し
た
我
が
子
を
殺
す
な

な
が
し
ぐ
す
り

ど
実
に
嘆
か
わ
し
い
愚
行
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
批
判
す
る
。
一
方
、
丙
午
生
ま
れ
の
在
原
業
平･

足
利
尊
氏
や
文
禄
一
一
年

丙
午
に
江
戸
城
が
築
か
れ
た
事
実
を
見
て
も
丙
午
は
目
出
度
い
年
で
あ
る
か
ら
、
丙
午
に
妊
娠
し
た
女
性
も
安
心
し
て
平
産

す
る
が
よ
い
、
生
ま
れ
年
の
善
悪
や
丙
午
の
妄
説
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
る
こ
と
は
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
、
禁
忌
と
い
え
ど
も
、

悪
日
に
善
事
を
な
せ
ば
吉
日
、
吉
日
で
も
悪
事
を
な
せ
ば
悪
日
で
あ
り
、
か
か
る
俗
説
に
迷
う
者
は
小
悪
に
隔
て
ら
れ
て
大

善
を
失
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
よ
く
よ
く
弁
え
慎
む
べ
き
だ
と
戒
め
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。



（
ひ
の
え
う
ま
の
べ
ん
）

丙
午
辨

［

］
書
名
は
外
題･

首
題
に
よ
る
。
刷
外
題
「

丙
午
辨

。

異
称

〈
新
撰
教
諭
〉

」

［

］
中
本
一
冊
。
天
地
一
七
二
㍉
。

書
型

［

］
松
亭
金
水
作･

序
。
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
読
本･

人
情
本
作
者
で
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
生
、
文
久
二
年
（
一
八
六

作
者

二
）
一
二
月
一
二
日
没
。
六
六
歳
。
中
村
氏
。
名
、
保
定･

経
年
。
通
称
、
源
八･

源
八
郎
。
号
、
松
亭
金
水･

積
翠
道
人･

拙

作
堂･

女
好
庵
主
人･

木
公
亭
。
江
戸
生
れ
。
初
め
筆
耕
者
谷
金
川
の
門
に
入
り
、
筆
耕･

手
跡
指
南
を
業
と
す
る
。
為
永
春

水
の
人
情
本
を
浄
書
す
る
う
ち
に
そ
の
文
調
を
自
得
し
、
人
情
本
の
執
筆
を
始
め
る
。
自
己
の
創
作
の
ほ
か
、
他
人
の
作
の

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

嗣
作
も
行
っ
て
い
る
。
号
の
金
水
は
、
金
川
と
春
水
の
一
字
ず
つ
を
取
っ
た
も
の
。

［

］
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
秋
、
雪
蟻
痴
人
序･

刊

［
江
戸
］
吉
田
屋
文
三
郎
ほ
か
板
。

年
代

。

［

］
前
項
同
様
に
、
弘
化
三
年
丙
午
の
直
前
に
丙
午
の
迷
信
を
解
く
た
め
に
書
か
れ
た
簡
易
な
啓
蒙
書
。
冒
頭
に
「
丙
午
の
年
に

内
容

生
ま
る
る
女
子
は
必
ず
男
を
食
ら
う
」
と
い
う
諺
が
あ
る
が
、
あ
と
一
月
も
す
れ
ば
そ
の
丙
午
の
年
が
迫
っ
て
お
り
、
女
性

た
ち
の
憂
い
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
の
惑
い
を
消
す
た
め
に
筆
を
執
っ
た
経
緯
を
述
べ
、
続
い
て
、
丙
午
の
字
義

や
思
い
詰
め
た
女
性
の
激
情
や
衝
動
に
触
れ
、
ま
た
、
丙
午
生
ま
れ
の
女
性
で
も
身
を
慎
み
人
に
従
い
孝
順
に
努
め
れ
ば
天

の
憐
れ
み
を
受
け
、
家
内
安
全･

夫
婦
円
満
に
な
る
こ
と
な
ど
を
説
く
。
丙
午
生
ま
れ
の
殆
ど
は
前
年
の
巳
年
の
交
合
の
結

果
で
あ
り
、
丙
午
が
良
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
丙
午
年
の
交
合
で
生
ま
れ
る
未
年
の
子
も
不
吉
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
丙

午
が
全
く
根
拠
の
な
い
迷
信
で
あ
る
と
断
言
す
る
。
さ
ら
に
、
大
名･

高
家
に
は
丙
午
の
迷
信
が
な
い
こ
と
や
、
万
事
慎
め

ば
災
い
に
勝
ち
勤
め
れ
ば
貧
し
き
に
勝
つ
道
理
を
教
え
る
。
な
お
、
巻
末
附
録
「
庚
申
辨
」
で
は
「
庚
申
の
夜
に
生
ま
れ

こ
う
し
ん
の
べ
ん

る
子
は
必
ず
盗
人
に
な
る
」
と
い
う
俗
説
に
反
駁
を
加
え
て
い
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。
色
刷
り
表
紙
、
見
返
も
多
色
刷
り
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。

（
び
み
ゆ
う
げ
ん
こ
う
）

微
味
幽
玄
考

［

］
書
名
は
外
題･

扉
題
に
よ
る
。
本
書
は
前
後
一
六
年
余
に
及
ぶ
改
稿
過
程
で
書
名
も
巻
数
も
大
き
く
変
化
し
、
夥
し
い
推
敲

異
称

が
行
わ
れ
た
（
成
立
ま
で
の
経
緯
は
『
日
本
思
想
史
大
系
』
中
井
信
彦
解
説
に
詳
し
い

。
）

［

］
大
本
一
冊
（
第
三･

四
巻･

子
育
部

。
天
地
二
四
八
㍉
。

書
型

）

［

］

大
原
幽
学
作･

序
。
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
経
世
家
で
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
三
月
一
七
日
生
、
安
政
五
年
（
一
八

作
者

五
八
）
三
月
八
日
没
。
六
二
歳
。
通
称
、
左
門
。
号
、
幽
学
。
尾
張
藩
士
大
道
寺
氏
の
出
と
も
さ
れ
る
。
一
八
歳
で
生
家
を

勘
当
さ
れ
、
畿
内･

中
国･

四
国
を
漂
泊
、
そ
の
間
に
、
武
芸･

観
相･

和
歌･

俳
諧･

仏
教･

神
道
な
ど
を
学
ぶ
。
信
州･

鎌
倉･

房
総
な
ど
を
巡
歴
教
導
し
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
名
主
遠
藤
伊
兵
衛
の
依
頼
で
長
部
村
に
至
る
。
翌
年
、
京
阪
地
方
に

去
っ
た
が
、
同
一
三
年
、
長
部
村
を
再
訪
し
、
以
後
農
民
の
教
化
指
導
に
努
め
た
。
安
政
四
年
、
百
日
押
込
な
ど
の
処
分
を

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

受
け
、
赦
免
後
、
自
刃
し
た
。

［

］
天
保
七
年
～
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
頃
作
。
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
六
月
、
菅
谷
政
俊
（
幸
左
衛
門
）
書
。

年
代

［

］
門
人
の
学
習
用
に
書
か
れ
た
性
学
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
幽
学
の
代
表
作
。
中
井
信
彦
に
よ
れ
ば
、
天
保
七
年
五
月
作
の
「
性

内
容

学
の
書
」
を
基
に
同
年
九
月
に
書
か
れ
た
『
性
学
趣
意
』
全
三
巻
が
前
身
と
な
り
、
次
い
で
『
性
学
微
味
考
』
全
五
巻
が
編

ま
れ
、
さ
ら
に
天
保
九
年
頃
の
『
性
学
幽
玄
考

（
子
育
部
）
や
『
性
理
学
幽
玄
考
』
全
八
巻
の
構
想
過
程
で
「
子
育
部
」

』

が
整
え
ら
れ
、
天
保
一
一
年
一
一
月
以
後
数
度
の
改
稿
を
経
て
弘
化
元
年
末
か
ら
同
三
年
三
月
に
か
け
て
『
微
味
幽
玄
考
』

全
九
巻
構
想
中
の
巻
四
ま
で
の
補
正
を
終
え
、
嘉
永
五
年
七
月
頃
ま
で
に
一
通
り
の
成
稿
を
見
た
ら
し
い
。
育
児
に
つ
い
て

は
、
子
育
部
で
誕
生
か
ら
女
子
一
三
歳
、
男
子
一
五
歳
ま
で
の
詳
細
な
発
達
教
育
論
を
展
開
し
て
い
る
。

［

］

第
三･

四
巻
お
よ
び
「
子
育
部
」
か
ら
な
る
一
冊
を
全
て
収
録
。
た
だ
し
『
日
本
思
想
大
系
』
所
収
本
と
比
べ
る
と
、
底
本

備
考

「
子
育
部
」
は
、
①
気
質
を
論
じ
た
冒
頭
部
と
、
②
末
尾
の
「
下
愚
甚
を
育
編
」
を
欠
く
。

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。
底
本
は
菅
谷
政
俊
自
筆
本
。
政
俊
は
幽
学
の
高
弟
で
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
生
、
明
治
三
五
年
一
二
月

底
本

二
〇
日
没
。
八
二
歳
。
天
保
八
年
、
一
七
歳
の
時
に
幽
学
に
入
門
し
た
。

［

］

翻
刻

日
本
思
想
大
系

五
二
巻

二
宮
尊
徳･

大
原
幽
学

日
本
道
徳
教
育
叢
書

一
巻

子
育
て
の
書

三

抄

文
献

【

】『

』

「

」
、『

』

、
『

』

（

録

【
影
印
】
な
し
。

）
。



（
さ
ん
か
お
し
え
ぐ
さ
）

産
家
教
草

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
見
返
題･

序
題･

首
題･

尾
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
三
六
㍉
。

書
型

［

］

阿
部
三
省
作
（
遺
稿

。
渋
江
太
亮
編･

序
。
阿
部
三
省
は
江
戸
時
代
後
期
の
医
者
で
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
生
、
文

作
者

）

政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
没
。
五
九
歳
。
山
形
近
郊
の
富
農
の
出
身
で
、
藩
医
に
外
科
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
渋
江
太
亮
は
阿

部
三
省
の
門
人
で
、
羽
州
山
形
の
人
（
生
没
年
そ
の
他
未
詳

。
）

［

］
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
春
、
渋
江
太
亮
序･

刊

［
山
形
］
剛
斎
蔵
板
。

年
代

。

［

］
羽
州
山
形
の
町
医
者
阿
部
三
省
の
遺
稿
を
門
人
が
編
集･

校
訂
し
て
刊
行
し
た
産
科
書
。
編
者
序
文
で
、
出
産
は
「
深
淵
に

内
容

」

、

、

、

臨
む
が
如
き
大
厄

で

軽
い
場
合
は
薬
な
し
で
も
平
産
す
る
が

重
い
場
合
は
薬
と
術
の
双
方
を
施
さ
な
い
と
救
い
難
い

そ
こ
で

長
年
の
実
地
経
験
と
先
哲
の
諸
書
に
基
づ
き

産
婦
の
た
め
に
妊
娠
よ
り
産
後
の
心
得
を
婦
人
に
読
み
や
す
い

仮

、

、

「

名･

里
言
葉
」
で
綴
っ
た
と
述
べ
る
。
内
容
は
全
一
〇
項
に
分
け
、
前
半
は
「
産
前

「
産
後
」
の
二
項
に
つ
い
て
経
過
別･

」

症
状
別
の
対
処
法
や
心
得
、
後
半
は
「
孿
胎
并
品
胎

「
変
産
（
難
産

「
変
胎
（
奇
形
児

」
等
の
異
常
出
産
と

「
妊
娠

」

）
」

）

、

ふ

た

ご

み

つ

ご

禁
食
、
さ
ん
ま
へ
あ
し
き
も
の

「
産
後
禁
食
、
さ
ん
ご
あ
し
き
も
の

「
出
乳
汁
好
食

「
産
後
七
日
過
宜
き
類
」
な
ど
産

」

」

」

ち
ち
の
で
る
し
ょ
く
も
つ

前
後
の
食
養
生
と
、
婚
礼･

夫
婦
生
活･
胎
教
等
を
説
い
た
「
男
女
の
道
」
ま
で
の
八
項
を
綴
る
。
な
お
、
本
書
に
は
巻
末
に

「
順
産
正
位
図
」
を
掲
げ
た
改
訂
版
（

江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
所
収
）
も
あ
る
。

『

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻

『
日
本
産
科
叢
書

【
影
印

『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
五
七
巻
。

文
献

】

』
。

】

（
す
い
と
う
ひ
ろ
く
）

垂
統
秘
録

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
見
返
題･

序
題･

首
題･

柱
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
二
八
㍉
。

書
型

［

］
佐
藤
信
淵
作･

序
。
佐
藤
信
昭
（
昇
庵
）･

大
久
保
融
（
仁
斎
）
校
。
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
経
世
家
で
、
明
和
六
年
（
一

作
者

の
ぶ
ひ
ろ

七
六
九
）
六
月
一
五
日
生
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
一
月
六
日
没
。
八
二
歳
（
明
和
四
年
生
、
八
四
歳
と
も

。
本
姓
、

）

藤
原
。
名
、
信
淵
。
字
、
元
海
。
通
称
、
百
祐
。
号
、
椿
園･

松
庵･

融
斎･

万
松
斎
。
羽
後
雄
勝
郡
西
馬
音
内
村
生
れ
。
自

記
に
よ
れ
ば
、
天
明
初
年
（
一
七
八
一
～
）
父
と
共
に
奥
羽･

関
東
を
遊
歴
し
た
と
い
い
、
江
戸
で
宇
田
川
玄
随
に
従
う
。

の
ち
徳
島
藩
家
老
集
堂
氏
を
識
り
徳
島
に
赴
き
、
ま
た
上
総
大
豆
谷
村
に
移
る
。
こ
の
頃
、
平
田
篤
胤･

吉
川
源
十
郎
に
入

門
。
江
戸
で
加
納
遠
江
守
に
仕
え
、
ま
た
一
時
、
罪
を
得
て
武
州
鹿
手
袋
に
退
く
。
砲
術･

兵
学
な
ど
も
学
ん
だ
と
い
う
。

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

（

）

。

（

）

、

。

（

）

、

［

］
天
保
四
年

一
八
三
三

頃
口
授

安
政
四
年

一
八
五
七

一
〇
月

佐
藤
信
昭
序

明
治
一
一
年

一
八
七
八

六
月

年
代

織
田
完
之
序
。
同
年
一
一
月
刊
（
見
返
の
記
載

［
東
京
］
織
田
完
之
板
。
穴
山
篤
太
郎
売
出
。

）
。

［

］
作
者
の
口
授
を
子
の
佐
藤
昇
庵
と
門
人
の
大
久
保
仁
斎
が
筆
記
し
、
四
〇
年
以
上
を
経
た
明
治
期
に
刊
行
。
も
と
五
篇
と
も

内
容

さ
れ
る
が
今
日
伝
わ
る
の
は
政
治
行
政
組
織
論
の
「
六
府
篇
」
と
教
育･

厚
生･

福
祉
組
織
論
の
「
小
学
校
篇
」
の
二
篇
で
、

後
者
で
は
「
小
学
校
」
を
核
と
し
た
教
育･

厚
生･

福
祉
制
度
を
提
言
す
る
。
す
な
わ
ち
、
郷
村
約
二
万
石
以
上
を
目
安
に
小

学
校
を
建
て
、
中
央
官
庁
の
三
台
（
教
化
台･

神
祇
台･

太
政
台
）
か
ら
役
人
を
配
置
し
て
関
連
行
政
の
要
と
し
、
近
傍
の
村

毎
に
教
育
所
を
設
置
し
て
父
兄
お
よ
び
児
童
の
教
育
（
礼
法･

素
読
等
）
に
当
た
ら
せ
る
ほ
か
、
優
秀
な
児
童
の
大
学
校
へ

の
進
学

学
校
周
辺
の
殖
産
興
業

さ
ら
に

小
学
校
配
下
の

①

遍
く
万
姓
の
困
窮
を
贍

給

す
る
広
済
館

②

衆

、

、

、

、

「

」

、

「

せ
ん
き
ゅ
う

民
の
疾
苦
を
救
」
う
療
病
館
、
③
「
貧
民
の
小
児
を
養
育
」
す
る
慈
育
館
、
④
「
小
児
を
遊
ば
し
め
」
る
遊
児
廠
、
⑤
「
万

民
を
教
化
し
、
善
を
褒
し
、
悪
を
糾
し
て
、
民
の
患
苦
を
除
く
」
教
育
所
の
構
想
を
展
開
す
る
。

［

］
「
小
学
校
篇
」
の
全
て
と
冒
頭
部･

巻
末
部
を
抄
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

翻
刻

日
本
思
想
大
系

四
五
巻

安
藤
昌
益･

佐
藤
信
淵

佐
藤
信
淵
家
学
全
集

垂
統
秘
録･

混
同
秘
策

改

文
献

【

】
『

』

「

」
、
『

』
、
『

』
（

造
文
庫

『
子
育
て
の
書
』
三
（
抄
録

【
影
印
】
な
し
。

）
、

）
。



（
の
う
か
よ
う
ど
う
お
し
え
ぐ
さ
）

農
家
幼
童
教
草

［

］
書
名
は
首
題
に
よ
る
。
外
題
「
教
草

。

異
称

」

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
三
六
㍉
。

書
型

［

］
荒
野
鳳
山
作･

書
。
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
人
で
、
手
習
師
匠
と
思
わ
れ
る
が
、
生
没
年
そ
の
他
未
詳
。

作
者

［

］
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二
月
作･

書
。

年
代

［

］
農
家
子
弟
用
の
教
訓
を
七
カ
条
に
分
け
て
説
い
た
往
来

「
一
、
夫
、
幼
童
は
方
長
（
実
生
）
の
成
木
為
に
等
し
。
善
人
と

内
容

。

み

ば

え

成
、
悪
人
と
成
も
、
其
親
々
の
育
に
こ
そ
は
寄
る
べ
け
れ
。
這
ば
立
、
た
て
ば
歩
の
親
心
、
当
歳
や
、
二
ッ
や
三
ッ
に
四
ッ

も
過
、
い
つ
之
間
に
か
や
六
ッ
、
七
ッ
、
早
八
歳
の
明
の
春
、
筆
取
事
を
教
ゆ
べ
し
。
唐
土
は
幼
童
八
歳
に
し
て
小
学
に
入

る
よ
し
、
譬
、
農
家
に
生
る
ゝ
子
供
に
も
読
書
事
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
生
涯
不
自
由
為
物
ぞ
。
親
成
者
は
心
得
て
師
匠
を
撰
み

学
せ
よ
。
行
儀
教
ゆ
る
其
次
第
、
先
、
朝
と
く
起
し
、
機
嫌
よ
く
、
手
水
遣
は
せ
、
食
事
さ
せ
、
髪
は
母
親
ゆ
ふ
て
や
り
、

い
そ


師
匠
え
行
す
べ
し
…
」
と
起
筆
す
る
第
一
条
で
は
、
八
歳
の
春
か
ら
手
習
い
を
さ
せ
る
こ
と
や
、
農
家
児
童
の
読

み
書
き
の
必
要
性
か
ら
、
寺
子
屋
の
登
下
校
の
心
得
、
師
匠
や
親･

兄
妹
に
対
す
る
態
度
な
ど
を
説
く
。
第
二
条
は
、
寺
子

屋
で
の
手
習
い
の
心
得
。
第
三
条
は
、
素
読
で
は
意
味
ま
で
深
く
理
解
す
べ
き
こ
と
や
、
素
読
の
目
的
が
「
忠
孝･

五
常
の

道
」
に
尽
き
る
こ
と
を
説
く
。
第
四
条
は
「
父
が
し
か
ら
ば
取
成
て
、
母
は
影
に
て
教
ゆ
べ
し
。
小
児
ど
し
（
同
士
）
争
、

喧
嘩
致
す
な
ら
、
両
方
聞
て
顧
て
厳
敷
お
し
え
諭
す
べ
し
…
」
な
ど
の
育
児
心
得
。
第
五
条
は
師
匠
の
教
育
者
と
し
て
の
心

得
。
第
六
条
は
手
習
い
嫌
い
の
子
ど
も
の
傾
向
と
無
筆･

無
学
の
な
れ
の
果
て
、
さ
ら
に
親
の
教
育
義
務
に
言
及
す
る
。
第

七
条
は
、
前
条
に
対
し
て
、
親
や
師
匠
の
教
え
を
よ
く
守
る
子
ど
も
の
傾
向
と
、
そ
の
将
来
の
理
想
的
な
こ
と
を
述
べ
て
結

び
と
す
る
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
（
作
者
自
筆
稿
本

。

底
本

）

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。

（
さ
ん
か
き
ょ
う
ど
う
べ
ん
）

産
家
教
導
辨

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
序
題･

首
題･

尾
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
大
本
一
冊
。
天
地
二
五
五
㍉
。

書
型

。

、

。

、

［

］
森
川
仁
寿
斎
作･

序

作
者
は
江
戸
時
代
後
期
の
会
津
藩
の
医
者
で

幕
末
に
会
津
藩
の
産
子
養
育
制
度
に
携
わ
っ
た

名

作
者

澄
。
通
称
、
養
源
。
号
、
仁
寿
斎
。

［

］
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
三
月
序･

刊

［
会
津
（
湖
西

］
著
者
蔵
板
（
施
印

。

年
代

。

）

）

［

］
会
津
藩
医
と
し
て
産
子
養
育
制
度
に
関
与
す
る
作
者
が
著
し
、
地
域
の
啓
発
の
た
め
に
私
財
を
投
じ
て
施
印
さ
れ
た
産
科
小

内
容

冊
子
。
自
序
で
「
夫
、
産
育
ノ
事
ハ
人
生
ノ
大
本
ナ
リ
。
豈
忽
ニ
ス
可
ケ
ン
ヤ
」
と
産
育
の
重
要
性
や
藩
内
の
育
児
助
成
制

度
や
「
産
子
任
役
及
任
医
」
の
配
置
に
よ
る
養
育
促
進
に
触
れ
つ
つ
本
書
執
筆
の
経
緯
を
説
く
。
本
文
は
、
第
一
条
は
懐
妊

中
の
飲
食
等
の
注
意
、
第
二
条
は
腹
帯
の
由
来
や
腹
帯
の
締
め
方
の
注
意
、
第
三
条
は
産
後
に
妊
婦
を
産
台
に
座
ら
せ
る
弊

害
、
第
四
条
は
産
後
直
後
の
沐
浴
や
梳
頭
等
の
心
得
、
第
五
条
は
堕
胎
の
危
険
性
と
戒
め
の
全
五
カ
条
か
ら
な
る
。

そ

と

う

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻

『
日
本
人
口
史
之
研
究
』
二
巻
（
高
橋
梵
仙
著

【
影
印
】
な
し
。

文
献

】

）
。



（
さ
ん
い
く
わ
さ
ん
）

産
育
和
讃

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題
・
尾
題
「
さ
ん
い
く
和
讃

。

異
称

」

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
三
四
㍉
。

書
型

［

］
作
者
不
明
。

作
者

［

］
江
戸
後
期
刊
。
刊
行
者
不
明

年
代

［

］

和
讃
の
形
式
で
堕
胎
・
間
引
き
を
戒
め
、
産
子
養
育
を
奨
め
た
産
育
書

「
そ
も


天
地
の
大
徳
を
、
生
と
い
ふ
ぞ
と
き

内
容

。

く
時
は
、
人
の
命
を
す
く
ひ
な
ば
、
天
地
の
徳
に
叶
べ
し
、
扨
ま
た
親
子
の
し
た
し
み
は
、
天
性
な
り
と
ぞ
お
し
へ
け
る
、

わ
が
子
に
あ
わ
れ
み
な
き
人
を
、
と
ら
狼
と
そ
し
り
た
り
、
濁
り
ゆ
く
世
の
あ
り
さ
ま
は
、
産
子
を
お
ろ
し
て
捨
る
あ
り
、

う

む

こ

親
子
の
し
た
し
み
な
き
の
み
か
、
罪
を
つ
み
と
も
し
ら
ぬ
わ
ざ
、
一
樹
の
下
の
雨
や
ど
り
、
一
河
の
流
を
汲
だ
に
も
、
多
生

も
と

い

ち

が

く
む

の
縁
と
聞
か
ら
は
、
我
子
と
な
る
の
は
深
き
縁
、
縁
を
た
づ
ね
て
我
は
ら
に
、
わ
が
血
を
分
て
や
ど
る
子
を
、
お
ろ
す
こ
ゝ

ろ
の
無
漸
さ
よ
、
慈
悲
も
な
さ
け
も
義
理
も
な
し
…
」
で
始
ま
る
文
章
で
、
人
命
を
救
う
尊
さ
と
そ
れ
を
損
な
う
非
道
さ
、

む

ざ

ん

ま
た
、
親
子
の
縁
の
深
さ
を
強
調
し
、
我
が
子
を
堕
ろ
す
こ
と
は
か
つ
て
自
ら
の
食
を
減
ら
し
て
で
も
育
て
て
く
れ
た
親
に

も
似
な
い
無
慈
悲
で
あ
り
鳥
獣
に
も
劣
る
行
為
と
戒
め
る
。
ま
た
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に
果
報
や
福
徳
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
く

る
な
ど

『
子
供
そ
だ
つ
る
教
へ
草

（
第
一
七
巻
所
収
）
と
同
様
の
心
得
を
展
開
し
、
貧
し
く
て
も
子
供
が
あ
る
の
は
家

、

』

の
宝
で
あ
り
、
こ
の
世
で
殺
生
し
な
い
者
が
子
孫
繁
昌
す
る
こ
と
、
非
道
を
す
れ
ば
必
ず
報
い
が
あ
る
こ
と
、
現
世
で
の
子

殺
し
の
罪
は
地
獄
で
の
責
め
苦
と
な
る
こ
と
、
そ
れ
故
、
既
に
犯
し
た
過
ち
は
慚
愧
・
懺
悔
の
思
い
で
朝
夕
念
仏
を
唱
え
て

水
子
の
菩
提
を
弔
う
べ
き
で
、
恵
の
厚
い
御
仁
政
下
の
種
々
の
養
育
助
成
に
感
謝
し
報
恩
せ
よ
と
諭
す
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］

【
翻
刻

『
徳
川
時
代
児
童
保
護
資
料

（
社
会
事
業
研
究
所
編

『
日
本
人
口
史
之
研
究
』
二
巻
（
高
橋
梵
仙
著

【
影

文
献

】

』

）
、

）
。

印
】
な
し
。

（
し
ょ
う
に
こ
と
ぶ
き
ぐ
さ
）

小
児
寿
草

［

］
書
名
は
外
題
に
よ
る
。
首
題･

序
題
と
も
に
同
じ
。

異
称

［

］
半
紙
本
一
冊
。
天
地
二
二
七
㍉
。

書
型

［

］

浅
田
宗
伯
編･

序
。
柴
田
元
春
（
橙
軒
）
補
。
清
川
玄
道
（
菖
軒

・
唐
沢
孝
（
竹
崖
）
跋
。
作
者
は
江
戸
時
代
後
期
～
明

作
者

）

治
時
代
前
期
の
医
者
で
、
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）
五
月
二
二
日
生
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
三
月
一
六
日
没
。
八

〇
歳
。
名
、
初
め
直
民
、
の
ち
惟
常
。
字
、
識
批
。
通
称
、
宗
伯
。
号
、
栗
園
。
祖
父
東
斎
、
父
儕
庵
と
も
に
儒
医
。
信
濃

筑
摩
郡
の
人
。
高
遠･

京
都
で
医
を
学
ん
だ
後
、
江
戸
に
出
て
開
業
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
将
軍
家
茂
に
謁
し
、
幕
府

奥
医
師
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
た
。
維
新
後
は
東
宮
侍
医
。
な
お
、
出
版
人
で
あ
り
、
本
書
の
一
部
の
記
事
を
補
訂
し
た
柴
田

＊
『
国
書
人
名
辞
典
』
参
照

元
春
は
、
東
京
府
士
族
で
京
橋
区
銀
座
一
丁
目
に
住
む
小
児
科
医
。

（

）

。

、

（

）

。

、

。
［

］

［

］
明
治
一
九
年

一
八
八
六

春
作

同
二
〇
年
三
月

岡
田
矩

滄
海

跋

同
年
六
月
初
刊

同
年
七
月
再
刊

東
京

年
代

柴
田
元
春
板
。

［

］
挿
絵
を
多
く
掲
げ
て
小
児
養
育
の
心
得
を
述
べ
た
明
治
初
年
の
育
児
書
。
巻
頭
に
「
第
一
、
背
を
暖
に
す
べ
し
」
な
ど
の
小

内
容

児
養
生
心
得
を
列
挙
し
た
「
小
児
養
育
十
種
之
法

（
柴
田
元
春
著
）
を
掲
げ
、
本
文
に
は
毎
頁
絵
入
り
で
子
供
の
成
長
に

」

伴
う
種
々
の
育
児
心
得
を
順
々
に
紹
介
す
る
。
誕
生
直
後
の
産
湯
、
赤
子
に
厚
着
を
さ
せ
ず
外
気
に
当
て
さ
せ
る
な
ど
丈
夫

に
育
て
る
秘
訣
、
目
が
見
え
物
心
が
付
く
頃
か
ら
誕
生
後
五
十
・
百
・
二
百
・
三
百
日
目
な
ど
成
長
過
程
の
各
段
階
で
の
育

児
の
要
点
を
綴
る
。
さ
ら
に
「
小
児
よ
く
物
を
食
す
る
様
に
な
ら
ば
、
成
丈
け
右
の
手
を
用
ひ
さ
せ
る
様
に
教
ゆ
べ
し
。
是

『
礼
記
』
内
則
の
法
な
り
。
ま
た
、
礼
は
食
に
は
じ
ま
る
と
い
ふ
事
あ
れ
ば
、
三
度
の
食
は
素
よ
り
、
何
を
た
べ
る
に
も
行

儀
よ
く
せ
よ
と
教
ゆ
る
こ
そ
肝
要
な
り
」
の
よ
う
に
所
々
『
礼
記
』
の
年
代
別
教
育
論
を
引
き
な
が
ら
、
一
歳
か
ら
七
歳
ま

で
の
育
児
や
通
過
儀
礼
・
遊
戯
等
の
心
得
を
略
述
す
る
。
ま
た
、
巻
末
附
録
（
柴
田
元
春
著
）
に
は
、
各
種
小
児
病
の
症
状

や
薬
方
な
ど
を
説
く
。

［

］
全
冊
を
収
録
。

備
考

［

］
小
泉
吉
永
蔵
。

底
本

［

］
【
翻
刻
】
な
し

【
影
印
】
な
し
。

文
献

。


